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一
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
土
地
問
題
（
東
井
）

こ
の
よ
う
な
急
速
な
発
展
は
、

通
常
「
農
業
革
命
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

五
五

こ
の
よ
う
な
資
本
主
義
的
農
業
の
発
達

な
わ
ち
十
五
年
間
に
二
倍
以
上
に
、
増
加
し
た
」

衆
知
の
ご
と
く
、
ア
メ
リ
カ
農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
達
の
画
期
は
、

リ
カ
資
本
主
義
的
農
業
は
、
南
北
戦
争
を
画
期
と
し
て
、
や
は
り
こ
れ
を
画
期
と
な
し
飛
躍
的
に
発
達
し
た
ア
メ
リ
カ
資
本
制
生
産
一

「
南
北
戦
後
の
十
力
年

般
の
巨
大
な
進
歩
と
平
行
し
て
、
急
速
に
発
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ア
メ

9
カ
の
セ
ン
サ
ス
資
料
に
よ
れ
ば
、

間
に
、
農
家
戸
数
は
一
八
七

0
年
の
二
六
六
万
か
ら
一
八
八

0
年
の
四

0
0万
九
千
に
増
加
し
、
そ
の
耕
地
面
積
は
四
億
七
七

0
万

約
一
億
三
千
万
エ
ー
カ
ー
増
加
し
た
。

一
九

0
0年
の
五
七
三
万
七
千
戸
と
な
り
、
そ
の
耕
地
面
積
は
、
四
億
三
千
万
エ
ー
カ
ー

増
加
し
て
、
一
九

0
0年
の
八
億
三
八
六

0
万
エ
ー
カ
ー
と
な
っ
た
。
最
も
重
要
な
食
糧
作
物
（
小
麦
、
裸
麦
、
ト
ー
モ
ロ
コ
ン
、
燕
麦
、

一
八
六
六
年
の
五
五
六
一
万
三
千
エ
ー
カ
ー
か
ら
一
八
八

0
年
の
一
億
二

0
七
六
万
三
千
エ
ー
カ
ー
え
、
す

（
エ
ル
・
イ
ー
・
リ
ュ
ポ
ッ
ッ
ツ
、そ

し
て
ま
た
、

「
最
業
恐
慌
理
論
の
諸
問
題
」
八
六
ー
七
頁
）
。

大
麦
）

の
作
付
面
積
は
、

に
、
農
家
総
数
は
、
二
倍
以
上
増
加
し
て
、

エ
ー
カ
ー
か
ら
五
億
三
六
一

0
万
エ
ー
カ
ー
え
と
、

―
 

ヽ

は

し

が

き

「
南
北
戦
争
」

東

一
八
七

0
年
か
ら
一
九

0
0年
の
期
間

（
一
八
六
一
ー
五
年
）
で
あ
っ
た
。
ア
メ

井

一
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
土
地
問
題

正

美
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一
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
土
地
問
題
（
東
井
）「

ア
メ
リ
カ
型
の
道
」
と
腑
灸
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
は
、

決
の
実
験
と
革
命
の
今
後
の
道
程
に
関
す
る
論
争
と
が
党
の
関
心
の
中
心
点
に
押
し
出
し
た
時
代
』

り
高
次
の
『
第
二
の
問
題
』
即
ち
、

田
盛
太
郎
編
「
変
革
期
に
お
け
る
地
代
範
疇
」
、
二
九
四
頁
）
こ
と
に
は
じ
ま
る
。

「
二
つ
の
道
」
の
指
摘
を
え
て
、

『
二
つ
の
道
」

綱
領
」
(
-
九0
七
•
一
―
|
―
二
）
に
お
い
て
、

レ
ー
ニ
ン
は
、

こ
う
書
い
て
い
る
、

「
第
一
革
命
(
-
九

レ
ー
ニ
ン
が
「
先
の
『
発
展
』
に
お
い
て
正
し
く
解
決
し
た
問
題
（
即
ち
、
ロ
ジ
ア
農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
的
発
展
の
必
然
性
）
の
ほ
か
に
、
よ

の
理
論
を
提
起
し
た
」
（
上
原
信
博
「
『
土
地
国
有
論
」
と
『
二
つ
の
道
』
の
論
理
」
、
山

そ
の
理
論
的
大
成
が
な
さ
れ
た
「
一
九

0
五
ー
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
に
お
け
る
社
会
民
主
党
の
農
業

「
闘
争
の
核
心
は
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
農
奴
制
の
残
存
物
の
も
っ
と
も
顕
著
な
体
現
物
、
そ
の
も
っ
と
も
強
固
な
支
柱
と
し
て
の
、
農
奴
制
的
巨
大

土
地
所
有
で
あ
る
。
商
品
経
済
と
資
本
主
義
と
の
発
展
は
、
絶
対
的
な
不
可
避
性
を
も
つ
て
、
こ
の
残
存
物
の
始
末
を
つ
け
る
。
こ
の
点
で
は
、
ロ
シ

、
、
、
、
、

ア
の
ま
え
に
あ
る
の
は
た
だ
ひ
と
つ
、
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
発
展
の
道
だ
け
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
発
展
の
形
態
は
二
つ
あ
り
う
る
。
農
奴
制
の
残
存
物
は
、
地
主
経
営
の
改
造
と
い
う
道
に
よ
っ
て
も
、
ま
た
、
地
主
的
巨
大
土
地
所
有

の
廃
止
と
い
う
道
に
よ
っ
て
も
ー
—
す
な
わ
ち
、
改
良
の
道
に
よ
っ
て
も
、
改
革
の
道
に
よ
っ
て
も
、
消
滅
し
う
る
。
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
発
展
は
、
大
き

な
地
主
経
営
が
先
頭
に
立
つ
て
、
こ
れ
が
し
だ
い
に
ま
す
ま
す
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
に
な
っ
て
い
き
、
農
奴
制
的
搾
取
方
法
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
搾
取
方
法
に

よ
っ
て
し
だ
い
に
お
き
か
え
て
い
つ
て
も
、
す
す
む
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
発
展
は
、
小
農
民
経
営
が
先
頭
に
立
つ
て
、
こ
れ
が
革

命
的
手
段
に
よ
っ
て
社
会
と
い
う
有
機
体
か
ら
農
奴
制
的
巨
大
土
地
所
有
と
い
う
「
こ
ぶ
』
を
と
り
の
ぞ
き
、
そ
の
あ
と
で
、
巨
大
土
地
所
有
な
し

に
、
資
本
主
義
的
農
業
経
営
制
度
の
道
を
自
由
に
発
展
し
て
い
つ
て
も
、
す
す
む
こ
と
が
で
き
る
。

プ
ル
ジ
ョ
ア
的
発
展
の
客
観
的
に
可
能
な
こ
の
二
つ
の
道
を
、
わ
れ
わ
れ
は
プ
ロ
シ
ア
型
の
道
と
ア
メ
リ
カ
型
の
道
と
名
づ
け
よ
う
」

「
全
集
」
、
邦
訳
、
二
三
四
ー
ニ
三
五
頁
、
以
下
頁
数
は
邦
訳
の
そ
れ
を
示
す
）
。

0
五
年
十
二
月
ー
—
_
「
革
命
の
頂
点
」
）
を
契
機
に
、

（
レ
ー
ニ
ン

『
発
展
』
第
二
版
の
序
文
(
-
九

0
七
・
七
）
に
お
け
る

（
「
発
展
」
一
五
頁
）
に
至
っ
て
」

『
農
民
運
動
が
起
り
而
し
て
瓦
解
し
た
時
代
、
ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
の
農
業
問
題
解

ま、
~, 

「
ア
メ
リ
カ
型
の
道
」
と
膳
灸
さ
れ
て
い
る
。

五
六
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こ
こ
で
、

レ
ー
ニ
ン
が
、
地
主
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
農
業
進
化
に
対
比
し
て
農
民
的
な
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
農
業
進
化
を
、

の
道
と
名
づ
け
た
ゆ
え
ん
は
、
ア
メ
リ
カ
農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
展
が
、
生
産
力
の
も
つ
と
も
急
速
な
発
展
、
住
民
大
衆
に
と
つ

て
も
つ
と
も
良
い
労
仇
条
件
、
自
由
な
農
民
が
農
業
企
業
家
に
転
化
す
る
も
と
で
の
も
つ
と
も
急
速
な
資
本
主
義
の
発
展
で
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

レ
ー
ニ
ン
は
、
雑
誌
『
ナ
ウ
ー
チ
ノ
エ
・
オ
ボ
ズ
レ
ー
ニ
エ
』
(
-
九
0
0
年
、
五
ー
六
月
号
）
で
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
農
民
が
解
放
に
さ
い
し
て
土
地
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
ま
た
そ
の
土
地
が
安
価
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る

資
本
主
義
の
発
展
は
ま
す
ま
す
急
速
に
、
ま
す
ま
す
広
範
に
、
ま
た
、
ま
す
ま
す
自
由
に
進
行
し
、
住
民
の
生
活
水
準
は
ま
す
ま
す
高
い
も
の
と
な

り
、
国
内
市
場
は
ま
す
ま
す
広
範
と
な
り
、
生
産
へ
の
機
械
の
適
用
は
ま
す
ま
す
急
速
に
す
す
む
、

リ
カ
の
経
済
的
発
展
に
ま
す
ま
す
よ
く
似
た
も
の
と
な
る
で
あ
る
う
」

こ
の
よ
う
に
、

レ
ー
ニ
ン
が
、
農
民
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
農
業
進
化
を
ア
メ
リ
カ
型
の
道
と
名
づ
け
た
の
は
、

カ
資
本
主
義
的
農
業
の
発
展
を
、

と
で
一
般
に
可
能
な
か
ぎ
り
で
の
）
生
活
条
件
と
を
意
味
す
る
」
も
の
と
考
え
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

レ
ー
ニ
ン
が
、
農
民
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
農
業
進
化
を
ア
メ
リ
カ
型
と
名
づ
け
た
ゆ
え
ん
は
、
単
に
こ
の
こ
と
だ
け
に
と

ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、

ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
的
農
業
の
発
展
が
、

的
手
段
に
よ
っ
て
社
会
と
い
う
有
機
体
か
ら
農
奴
制
的
巨
大
土
地
所
有
と
い
う
『
こ
ぶ
』
を
と
り
の
ぞ
き
、

所
有
な
し
に
、
資
本
主
義
的
農
業
経
営
制
度
の
道
を
自
由
に
発
展
し
て
い
つ
て
も
、
す
す
む
こ
と
が
で
き
る
」
農
民
型
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア

一
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
土
地
問
題
（
東
井
）

的
進
化
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

「
生
産
力
の
も
つ
と
も
急
速
な
発
展
と
、

五
七 そ

の
あ
と
で
、
巨
大
土
地

「
小
農
民
経
営
が
先
頭
に
立
つ
て
、

こ
れ
が
革
命

し
か
し
、

農
民
大
衆
の
も
つ
と
も
良
い
（
商
品
生
産
と
い
う
環
境
の
も

巻
、
二
三
六
頁
）
。

（
『
非
批
判
的
批
判
」
「
全
集
」
、

第
三
巻
、
六
六
0
ー
一
頁
、

「
全
集
」
第
十

レ
ー
ニ
ン
が
ア
メ
リ

一
言
で
い
え
ば
、
ロ
シ
ア
の
経
済
的
発
展
は
ア
メ

ア
メ
リ
カ
型
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二

、

南

部

奴

隷

制

の

粉

砕

は
、
暴
力
は
農
奴
主
的
地
主
に
む
か
つ
て
も
ち
い
ら
れ
た
。
彼
ら
の
土
地
は
分
割
さ
れ
、
土
地
所
有
は
封
建
的
大
土
地
所
有
か
ら
ブ
ル

ジ
ョ
ア
的
小
土
地
所
有
に
転
化
し
は
じ
め
た
。
と
こ
ろ
で
、

の
た
め
の
（
す
な
わ
ち
資
本
主
義
の
た
め
の
）
新
し
い
土
地
制
度
を
つ
く
り
だ
す
と
い
う
こ
の
役
割
を
は
た
し
た
も
の
は
、
『
ア
メ
リ
カ
の

黒
い
割
替
』
、
四

0
年
代
の
地
代
撤
廃
期
成
運
動

(
A
n
t
i
,
 
R
e
n
t
 ,
 
B
e
w
e
g
u
n
g
)
、

…
…
の
嚢
業
綱
領
」
、
「
全
集
」
、
第
十
三
巻
、
二
七
三
頁
）
。

か
く
の
ご
と
く
、

こ
れ
ら
南
部
奴
隷
制
の
粉
砕
と
「
ア
メ
リ
カ
の
黒
い
割
替
」
、
四

0
年
代
の
地
代
撤
廃
期
成
運
動
、
ホ
ー
ム
ス
テ

ッ
ド
法
な
ど
が
、
南
北
戦
争
以
降
の
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
的
農
業
の
急
速
な
発
展
の
た
め
の
道
を
切
り
開
き
、

民
的
な
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
農
業
進
化
を
強
力
に
押
し
進
め
え
た
と
レ
ー
ニ
ン
は
考
え
た
の
で
あ
る
。

で
は
、

こ
れ
ら
南
部
奴
隷
制
の
粉
砕
と
「
ア
メ
リ
カ
の
黒
い
割
替
」
、
四

0
年
代
の
地
代
撤
廃
期
成
運
動
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
が
ア

メ
リ
カ
資
本
主
義
的
農
業
の
急
速
な
発
展
、
ま
た
は
農
民
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
進
化
を
押
し
進
め
え
た
と
な
す
の
は
、

論
理
的
構
造
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、

の
地
代
撤
廃
期
成
運
動
、

こ
の
点
に
つ
い
て
、
南
部
奴
隷
制
の
粉
砕
と
「
ア
メ
リ
カ
の
黒
い
割
替
」
、

ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
を
、
主
と
し
て
レ
ー
ニ
ン
の
著
作
を
中
心
と
し
て
、
追
究
し
て
み
た
い
。

南
北
戦
争
は
、
南
部
農
業
に
壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
る
と
と
も
に
、
四

0
0万
の
奴
隷
を
解
放
し
て
、
南
部
の
奴
隷
制
プ
ラ
ン
テ
イ

シ
ョ
ン
制
度
に
終
止
符
を
う
っ
た
。
こ
こ
に
奴
隷
が
解
放
さ
れ
て
自
由
人
と
な
り
、
こ
の
解
放
奴
隷

ll自
由
人
は
、

ア
メ
リ
カ
で
は
資
本
に
よ
る
土
地
所
有
の
改
造
は
、

一
九
世
紀
中
葉
に
油
け
る
ア
メ
リ
カ
土
地
問
題
（
東
井
）

「
南
部
諸
州
の
奴
隷
所
有
者
経
営
に
た
い
し
て
暴
力
的
に
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で

ア
メ
リ
カ
の
大
量
の
『
自
由
な
』
土
地
に
た
い
し
て
、
新
し
い
生
産
様
式

ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
な
ど
で
あ
っ
た
」

一
体
い
か
な
る

（
「
一
九
0
七
年

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
農

五
八

四
0
年
代

一
方
で
、
自
由
な
賃
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四
年
）
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、

五
九

（
一
八
六

労
佑
者
と
し
て
都
市
工
業
労
佑
者
と
な
り
、
他
方
で
は
、
土
地
を
購
入
し
て
自
営
農
民
と
な
り
、
あ
る
い
は
土
地
を
借
地
し
て
小
作
農

と
な
り
、
資
本
制
農
業
へ
の
可
能
性
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
事
実
、
農
業
借
地
は
、
「
緩
慢
に
、
不
可
避
的
に
、
南
部
の
棉
プ
ラ

ン
テ
イ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
奴
隷
に
代
っ
た
。
…
…
農
業
の
再
建
の
諸
条
件
の
う
ち
か
ら
、
か
ぎ
ら
れ
た
数
で
は
あ
る
が
、
自
営
農
民
的

土
地
所
有

(
h
o
m
e
o
w
n
e
r
s
h
i
p
)

が
幾
分
加
速
さ
れ
た
。

た
い
て
い
の
場
合
に
地
主
は
彼
の
所
領
地
の
全
部
、
ま
た
は
一
部
を
売
却
し

よ
う
と
し
た
。
…
…
黒
人
小
作
農
は
、
実
に
、
正
当
な
条
件
で
小
農
場
を
購
入
し
え
た
。
奴
隷
解
放
後
数
十
年
間
に
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア

の
黒
人
農
だ
け
で
も
、
三
三
八
、
七
六
九
エ
ー
カ
ー
の
農
地
を
購
入
し
え
た
。
、
他
の
南
部
諸
州
で
も
、
黒
人
農
業
者
は
だ
い
た
い
同
一

速
度
で
農
場
所
有
権
を
獲
得
し
つ
つ
あ
っ
た
」
。

南
北
戦
争
の
経
済
史
的
意
義
は
、

(W. B. 
B
ぽ
ell,
F
a
r
m
 T
e
n
a
n
t
r
y
 
in 
the 
U. 
S., 
1
9
2
1
,
 P
P
.
 1
6
6
 1
 16
7
)

。
こ
の
よ
う

に
、
解
放
奴
隷
1
1
自
由
人
は
、
自
営
農
民
と
な
り
え
た
し
、
ま
た
借
地
農
と
な
り
え
た
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
産
業
資
本
の
確
立
に
あ
る
が
、

そ
の
他
面
に
お
い
て
、
南
北
戦
争
は
白
人
・
黒
人
共
に

平
等
の
権
利
を
有
す
べ
き
こ
と
の
主
張
の
是
非
を
め
ぐ
つ
て
開
始
さ
れ
た
か
ら
、

こ
の
戦
争
目
的
の
成
否
は
、
南
部
の
土
地
問
題
の
解

決
如
何
が
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
黒
人
も
貧
窮
白
人
も
自
由
な
土
地
所
有
者
と
な
り
う
る
よ
う
に
な
っ
て
、
始
め
て
彼
ら
の
間
に
も

政
治
的
、
経
済
的
平
等
は
樹
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
方
向
へ
の
動
き
は
あ
っ
た
。
こ
の
方
向
へ
の
措
置
と
し
て
は
、
叛
乱

者
の
所
有
す
る
動
産
の
没
収
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
っ
て
土
地
に
は
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
第
一
•
第
二
次
没
収
法
が
あ
り
、

こ
れ
も
実
施
に
至
ら
な
か
っ
た
と
は
い
え
土
地
に
関
し
て
戦
争
末
朝
に
至
っ
て
南
部
自
作
農
地
法
案
が
下
院
で
成
立

（
高
村
象
平
、

「
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
発
達
史
」
、

レ
ー
ニ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
南
部
奴
隷
制
の
粉
砕
に
よ
る
諸
結
果
を
次
の
ご
と
く
評
価
し
て
い
る
、
「
小
経
営
の
革
新
は
資
本
主
義
の

も
と
で
も
可
能
で
あ
る
。
奴
隷
所
有
者
の
巨
大
土
地
所
有
を
革
命
的
に
う
ち
く
だ
き
、
資
本
主
義
の
も
つ
と
も
急
速
で
も
つ
と
も
自
由

一
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
土
地
問
題
（
東
井
）

一
三
七
頁
）
。
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の
農
業
綱
領
」
、

「
全
集
」
第
十
三
巻
、
二
九
一
頁
）
。

諸
要
素
が
地
主
経
営
〔
切
取
地
を
除
い
て
〕
に
も
農
民
経
営
に
も
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
）
を
正
し
く
規
定
し
乍
ら
、

（
「
一
七
0
七
年
：
・
…

こ
こ
で
レ
ー
ニ
ン
は
、
奴
隷
所
有
者
の
巨
大
土
地
所
有
を
革
命
的
に
う
ち
く
だ
く
こ
と
が
、
資
本
主
義
の
も
つ
と
も
急
速
で
も
つ
と

も
自
由
な
発
展
の
条
件
を
つ
く
り
だ
し
た
、
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
い
か
な
る
事
理
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
九

0
三
年
の
「
切
取
地
」
綱
領
に
お
い
て
、
同
綱
領
が
当
時
「
発
展
の
方
向
」
（
ロ
ツ
ア
に
お
い
て
資
本
主
義
的
農
業
の

「
発
展
の
程
度
」
を
過
大

評
価
し
た
た
め
「
一
切
の
古
い
農
業
制
度
と
の
闘
争
と
い
う
任
務
」
で
な
し
に
「
農
業
制
度
の
な
か
に
あ
る
古
い
も
の
の
残
存
物
と
の
闘

切
取
地
返
還
要
求
に
止
ま
る
「
歴
史
的
見
通
し
」
の
誤
り
を
お
か
し
た
の
で
あ
る
（
上
原
信

こ
の
誤
り
の
訂
正
は
、

、
、
、
、
、
、
、
、

古
い
．
農
業
制
度
と
の
闘
争
と
い
う
任
務
を
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
地
主
経
営
の
清
掃
の
か
わ
り
に
、

、、

の
廃
絶
が
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
、
と
述
べ
、
こ
れ
に
す
ぐ
つ
づ
い
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。

「
前
掲
論
文
」
、
山
田
編
「
前
掲
書
」
、
二
九
八
頁
上
）
。
レ
ー
ニ
ン
は
、
「
一
九

0
五
ー
一
九
〇
七
年
の
…
…
農
業
網
領
」
に
お
い
て
、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

「
農
業
制
度
の
な
か
に
あ
る
古
い
も
の
の
残
存
物
と
の
闘
争
と
い
う
部
分
的
任
務
の
か
わ
り
に
、
い
つ
さ
い
のそ

、
「
だ
が
、
…
•
•
•
こ
の
訂
正
は
、
わ
れ
わ
れ
の
う
ち
の
多
く
の
も
の
に
、
ロ
シ
ア
農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
的
発
展
の
程
度
に
か
ん
す
る
わ
れ
わ
れ
の
新

し
い
規
定
を
最
後
ま
で
考
え
ぬ
か
せ
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
い
つ
さ
い
の
地
主
の
土
地
の
没
収
が
歴
史
的
に
正
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば

—
そ
れ
は
た
し
か
に
そ
う
だ
っ
た
ー
ー
こ
れ
は
、
資
本
主
義
の
広
範
な
発
展
が
新
し
い
土
地
所
有
諸
関
係
を
要
求
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
地
主
経

営
の
な
か
に
あ
る
資
本
主
義
の
朋
芽
は
、
革
新
さ
れ
た
小
経
営
を
土
台
と
す
る
資
本
主
義
の
広
範
で
自
由
な
発
展
の
犠
性
に
供
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

う
る
し
、
ま
た
供
せ
ら
れ
る
に
ち
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
意
味
し
て
い
た
。
地
主
の
土
地
の
没
収
と
い
う
要
求
を
と
り
い
れ
る
の
は
、
資
本
主
義

博、 争
と
い
う
部
分
的
任
務
」
、
す
な
わ
ち
、

レ
ー
ニ
ン
は
、

な
発
展
の
条
件
を
つ
く
り
だ
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
は
、

一
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
土
地
問
題
（
東
井
）

そ
の
よ
う
に
小
経
営
を
革
新
し
た
の
で
あ
る
」
六
〇
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の
も
と
で
小
規
模
農
業
経
営
を
革
新
す
る
可
能
性
と
必
要
性
と
を
承
認
す
る
こ
と
で
あ
る
」

レ
ー
ニ
ン
は
、

を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
レ
ー
ニ
ン
の
序
列
を
意
図
的
に
整
理
す
れ
ば
、
地
主
の
土
地
の
没
収
1
1
地
主
経
営
の
廃
絶
は
資
本
主

義
の
も
と
で
小
規
模
農
業
経
営
を
革
新
す
る
と
い
う
こ
と
、
奴
隷
所
有
者
経
営
を
革
命
的
に
う
ち
く
だ
き
資
本
主
義
の
も
と
で
小
経
営

を
革
新
す
る
と
い
う
こ
と
と
に
な
り
、

が
自
ら
分
明
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
土
地
私
有
の
廃
止
こ
そ
は
、
プ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
で
可
能
な
か
ぎ
り
で
の
最
大
限
の
も
の
で
あ
り
、

そ
し
て
、
農
業
へ
自
由
に
資
本
を
も
ち
い
る
の
を
妨
げ
、
資
本
が
―
つ
の
生
産
部
門
か
ら
他
の
生
産
部
門
へ
と
自
由
に
移
動
す
る
の
を

妨
げ
る
障
壁
を
除
去
す
る
こ
と
で
あ
る
。

か
く
し
て
、

こ
の
「
小
経
営
の
革
新
は
資
本
主
義
の
も
と
で
も
可
能
で
あ
る
」
例
と
し
て
、

こ
こ
か
ら
レ
ー
ニ
ン
が
、

レ
ー
ニ
ン
は
、
南
部
奴
隷
制
が
地
主
経
営
を
廃
絶
す
る
と
い
う
論
理
的
見
透
し
の
も
と
に
、
奴
隷
所
有
者
の
巨
大
土
地

所
有
を
革
命
的
に
う
ち
く
だ
き
、
資
本
主
義
の
も
つ
と
も
急
速
で
も
っ
と
も
自
由
な
発
展
の
条
件
を
つ
く
り
だ
し
た
、
と
述
ぺ
る
に
至

、
、
、
`
‘
、
、
、
、

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
、
土
地
国
有
の
論
理
構
造
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
南
部
奴
隷
制
の
粉
砕
は
、
歴
史
的
に
は
、
南
北
戦
争
後
の
再
建
期
の
挫
折
、

い
わ
ば
「
プ
ロ
シ
ャ
型
」
の
制
覇
は
、

ア
メ
リ
カ
南
部
に
お
い
て
農
民
的
な
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
農
業
の
進
化
で
は
な
く
む
し
ろ
地
主
的
な

ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
進
化
を
押
し
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
南
部
再
建
に
は
二
つ
の
方
向
が
あ
っ
て
、

に
改
造
し
よ
う
と
い
う
方
向
で
あ
り
、
も
う
―
つ
の
方
向
は
旧
南
部
を
改
良
的
に
改
造
し
よ
う
と
い
う
方
向
で
あ
っ
た
。
結
局
、
改
良

の
道
が
制
覇
し
、

つ
い
に
一
八
七
六
年
「
南
部
の
権
力
は
、
ふ
た
た
び
完
全
に
旧
プ
ラ
ン
タ
ー
の
手
に
か
え
っ
た
。
そ
れ
と
併
行
し
て
、

プ
ラ
ン
テ
イ
シ
ョ
ン
制
度
は
、
北
部
資
本
の
参
加
を
も
え
て
、
奴
隷
制
度
の
廃
墟
の
上
で
ク
ロ
ッ
。
ハ
ー
小
作
制
プ
ラ
ン
テ
イ
シ
ョ
ン
制

一
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
土
地
問
題
（
東
井
）

六一 ―
つ
は
旧
南
部
を
革
命
的

ア
メ
リ
カ
南
部
奴
隷
制
の
粉
砕
の
例

ア
メ
リ
カ
の
奴
隷
制
の
粉
砕
を
地
主
経
営
の
廃
絶
と
み
て
い
た
こ
と

い
い
か
え
れ
ば
改
良
的
方
向
II

（
同
「
全
集
」
、
第
十
三
巻
、
二
九
0
ー
一
頁
）
d
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に
於
け
る
資
本
主
義
」
一
〇
九
l
-
―
―
頁
）
と
。

か
く
の
ご
と
く
、
南
部
農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
達
は
、
南
北
戦
争
後
奴
隷
制
が
な
く
遺
制
化
し
た
と
こ
ろ
の
『
純
粋
に
ロ
シ

ア
的
な
』
雇
役
制
度
（
ク
ロ
ッ
バ
ー
制
プ
ラ
ン
テ
イ
ツ
ョ
ン
制
）

で
あ
っ
た
。

「
奴
隷
廃
止
以
後
、
南
部
に
お
い
て
も
徐
々
に
大
土
地
所
有
が
分
解
を
お
こ
し
て
き

た
こ
と
も
ま
た
否
定
さ
れ
が
た
い
。
そ
し
て
、
奴
隷
制
的
大
土
地
所
有
の
分
解
に
よ
っ
て
南
部
は
、
「
自
由
な
」
西
部
ー
ー
l

そ
こ
で
は
土

地
は
全
然
も
し
く
は
殆
ん
ど
無
償
で
農
園
(
H
o
m
e
s
t
e
a
d
)

と
し
て
分
譲
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
ー
|
ー
と
と
も
に
、
自
由
な
土
地
の
供
給
源

れ
は
、
そ
れ
が
、

「
典
型
的
に
口
．
シ
ア
的
な
、

一
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
土
地
問
題
（
東
井
）

度
へ
と
、
再
編
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
南
部
の
。
フ
ラ
ン
タ
ー
寡
頭
権
力
は
、
黒
人
た
ち
を
、
プ
ラ
ン
テ
イ
シ
ョ
ン
強
制
労
仇
に
つ
な
ぎ

黒
人
法

(
B
l
a
c
k
c
o
d
e
s
)

と
い
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
黒
人
差
別
法
そ
の
他
の
非
民
主
的
法
律
お
よ
び
方
法
を
固
定

し
た
」
（
菊
地
謙
一
、

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
前
資
本
制
遺
制
」
、
五
一
頁
）
。

制
大
農
場
が
粉
砕
さ
れ
た
が
、
南
北
戦
争
後
「
再
建
」
期
の
挫
折
、

こ
の
よ
う
に
、
南
部
に
お
い
て
は
、
南
北
戦
争
に
よ
っ
て
奴
隷

い
い
か
え
れ
ば
改
良
的
方
向
1
1
い
わ
ば
「
。
フ
ロ
シ
ャ
型
」
の
制
覇
は
、

奴
隷
制
に
か
え
て
ク
ロ
ッ
。
ハ
ー
制
プ
ラ
ン
テ
イ
シ
ョ
ン
制
を
出
現
せ
し
め
た
。
そ
し
て
解
放
さ
れ
た
黒
人
は
、
再
び
元
通
り
の
劣
悪
な

条
件
で
、
奴
隷
か
ら
ク
ロ
ッ
。
ハ
ー
ヘ
形
態
転
化
し
た
け
れ
ど
も
本
質
は
以
前
と
変
ら
ず
、
プ
ラ
ン
テ
イ
シ
ョ
ン
ヘ
制
縛
さ
れ
て
い
っ
た

第
一
分
冊
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
資
本
主
義
と
農
業
」
(
-
九
一
七
年
）
に
お
い
て
、

い
て
は
、

こ
う
指
摘
す
る
。
こ
の
小
作
制
度
の
特
質
に
つ

そ
れ
は
「
封
建
的
制
度
の
経
済
的
残
存
物
と
竜
末
も
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
」

（
南
部
農
業
の
後
進
性
）
。
け
れ
ど
も
、

の
で
あ
る
。
こ
の
制
度
、
こ
の
農
民
に
つ
い
て
、

「
奴
隷
制
度
の
経
済
的
残
存
物
」
で
あ
り
、

『
純
粋
に
ロ
シ
ア
的
』
な
雇
役
制
度
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
黒
人
小
作
農
に
つ
い
て
は
、
そ

、
、
、
、

「
主
と
し
て
半
封
建
的
、
或
い
は
ー
ー
ん
経
済
的
関
係
に
お
い
て
は
—
ーi
半
奴
隷
的
屈
役
農
民
で
あ
る
。
」
（
直
井
武
夫
訳
、
「
農
業

の
経
済
的
基
礎
の
上
に
な
さ
れ
、
北
部
お
よ
び
西
部
に
く
ら
べ
て
緩
慢
的

レ
ー
ニ
ン
は
、

「
農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
展
法
則
に
関
す
る
新
し
き
資
料
、

と
め
る
た
め
に
、

六
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一
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
土
地
問
題
（
東
井
）

ご
と
く
次
の
ご
と
く
指
摘
し
て
い
る
。

『
合
衆
国
に
は
、
他
の
先
進
諸
国
に
存
在
し
な
い
二
つ
の
事
情
が
あ
っ
て
、

そ
れ
が
農
業
に
お
け
る
企
業
数
の
増
加
を
非
常
に
強
め
、
か
つ
促
進
し
て
い
る
。
そ
れ
は
第
一
に
、
南
部
に
お
い
て
は
奴
隷
を
所
有
し

た
大
土
地
所
有
の
分
解
が
今
日
に
い
た
る
ま
で
お
こ
な
わ
れ
、
黒
人
の
み
な
ら
ず
白
人
の
農
民
も
ま
た
『
プ
ラ
ン
タ
ー
』
(
P
l
a
n
t
e
r
)

の

土
地
を
少
し
づ
つ
『
買
戻
し
』
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
広
大
な
面
積
に
わ
た
る
・
占
有
さ
れ
な
い
・
自
由
な
土
地
が
…
…

（
直
井
武
夫
訳
、

に
、
南
部
に
お
け
る
。
フ
ラ
ン
テ
イ
シ
ョ
ン
の
分
解
は
、
資
本
主
義
的
発
展
の
一
契
機
で
あ
っ
た
」
（
白
杉
庄
一
郎
、

説
」
、
三
四
八
）
。

か
く
し
て
、

レ
ー
ニ
ン
は
、

力
的
に
行
わ
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
で
の
資
本
に
よ
る
土
地
所
有
の
改
造
は
、

こ
こ
で
は
、
暴
力
は
農
奴
主
的
地
主
に
む
か
つ
て
も
ち
い
ら
れ
た
。
彼
ら
の
土
地
は
分
割
さ
れ
、
土
地
所
有
は
封

建
的
大
土
地
所
有
か
ら
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
小
土
地
所
有
に
転
化
し
は
じ
め
た
、
」
と
な
し
た
意
味
が
明
確
に
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

ロ
シ
ア
に
お
け
る
闘
争
の
核
心
で
あ
る
農
奴
制
的
巨
大
土
地
所
有
の
廃
止
と
い
う
二
つ
の
適
理
論
に
お
け
る
農
民
型
の

十
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
土
地
問
題

|
「
ア
メ
リ
カ
の
黒
い
割
替
」
、
四

0
年
代
の
地
代
撤
廃
期
成
運
動
、

ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
的
農
業
の
急
速
な
発
展
の
た
め
の
資
本
に
よ
る
土
地
所
有
形
態
の
改
造
に
つ
い
て
、

「
ア
メ
リ
カ
の
大
量
の
『
自
由
な
』
土
地
に
た
い
し
て
、
新
し
い
生
産
様
式
の
た
め
の
（
す
な

―-、

ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
農
業
進
化
と
結
び
つ
き
、
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
て
こ
れ
は
、

す
べ
て
の
希
望
者
に
分
譲
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
』

と
な
っ
．
て
き
た
の
で
あ
る
。

レ
ー
ニ
ン
は
い
つ
て
い
る
。

＇ ..,., 

ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
ー
ー
ー

「
西
洋
経
済
史
研
究
序

レ
ー
ニ
ン
は
、
前
出
し
た

「
南
部
諸
州
の
奴
隷
所
有
者
経
営
に
た
い
し
て
暴

「
農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
」
、
二
五
六
頁
）
と
。

た
し
か
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ー
ニ
ン
ま
、＇ 

レ 以
下
、

「
ア
メ
リ
カ
の
黒
い
割
替
」
、

(
1
)
 

地
代
撤
廃
期
成
運
動
の
歴
史
的
意
義
を
、

次
の
ご
と
く
く
り
か
え
し
て
述
べ
て
い

わ
ち
資
本
主
義
の
た
め
の
）
新
し
い
土
地
制
度
を
つ
く
り
だ
す
と
い
う
こ
の
役
割
を
は
た
し
た
も
の
は
、

「
ア
メ
リ
カ
の
黒
い
割
替
」
、
四

0
年
代
の
地
代
撤
廃
期
成
運
動
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
な
ど
で
あ
っ
た
。
」
と
。
で
は
、
レ
ー
ニ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
資
本
に
よ
る

土
地
所
有
形
態
の
改
造
に
つ
い
て
、
特
に
「
ア
メ
リ
カ
の
黒
い
割
替
」
、
四

0
年
代
の
地
代
撤
廃
期
成
運
動
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
な

ど
を
指
摘
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、

レ
ー
ニ
ン
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
こ
の
「
改
造
」
は
、
ど
の
よ
う
な
経
済
的
背
景
に
お
い

て
起
り
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
意
義
〔
実
践
的
課
題
〕
を
も
つ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
が
問
題
と
な
る
。

こ
の
問
題
を
、
主
と
し
て
レ
ー
ニ
ン
の
著
作
を
中
心
と
し
て
、
究
明
し
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
。

地

代

撤

廃

期

成

運

動

の

歴

史

る。
「
ド
イ
ツ
の
共
産
主
義
者
ヘ
ル
マ
ン
・
ク
リ
ー
ゲ
が
一
八
四
六
年
に
、

（
傍
点
レ
ー
ニ
ン
）
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
土
地
の
均
等
割
替
を
説
い
た
と
き
、

ル
ク
ス
は
そ
の
え
せ
社
会
主
義
の
エ
ス
・
エ
ル
的
偏
見
と
俗
物
理
論
と
を
あ
ざ
わ
ら
っ
た
が
、
し
か
し
彼
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
生

、
、
、
、
、
、

産
力
発
展
の
利
益
、
資
本
主
義
の
利
益
を
進
歩
的
に
表
現
す
る
運
動
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
土
地
所
有
反
対
運
動
の
歴
史
的
意
義
を
評

.
、
、

価
し
た
」
「
『
フ
ペ
リ
ョ
ー
ド
』
、
一
九

0
五
年
、
第
一
五
号
（
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
、
四
月
七
ー
ニ
十
日
号
）
の
論
文
『
ア
メ
リ
カ
の
「
黒
い
割
替
」
に
つ
い

て
の
マ
ル
ク
ス
の
所
論
』
〔
本
全
集
、
第
八
巻
、
三
二
三
ー
三
三

0
ペ
ー
ジ
〕
。
（
メ
ー
リ
ン
グ
編
、
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
著
作
集
、
第
二

ナ
シ
ョ
ナ
ル

•
9

フ
す
ー
マ
ー

巻
）
、
マ
ル
ク
ス
は
一
八
四
六
年
に
こ
う
書
い
た
。
「
わ
れ
わ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
全
国
改
革
協
会
派
の
運
動
を
、
歴
史
的
に
正
当
な
も

l

九
世
紀
中
華
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
土
地
問
題
（
東
井
）

六
四

マ
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争
」
に
つ
い
て
、

の
と
し
て
完
全
に
承
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
運
動
が
達
成
し
よ
う
と
つ
と
め
て
い
る
成
果
は
、
な
る
ほ
ど
一
時
的
に
は
近
代
プ
ル

、
、
、
、
、

一
般
に
土
地

ジ
ョ
ア
社
会
の
工
業
制
度
を
促
進
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
そ
れ
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
一
運
動
の
結
果
で
あ
る
点
で
、

、

、

、

、

所
有
に
た
い
す
る
攻
撃
で
あ
る
点
で
、
と
く
に
ア
メ
リ
カ
の
現
存
の
諸
関
係
の
も
と
で
は
、
そ
れ
自
身
の
帰
結
に
よ
っ
て
か
な
ら
ず
共

産
主
義
に
ま
で
お
し
す
す
ん
で
い
く
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
知
つ
て
い
る
。
ク
リ
ー
ゲ
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
ド
イ
ツ
人
共
産
主

義
者
た
ち
と
い
つ
し
よ
に
地
代
撤
廃
期
成
運
動
(
A
n
t
i
,
 
R
e
n
t
-
B
e
w
e
g
u
n
g
)

に
参
加
し
た
の
で
あ
る
が
、
運
動
の
内
容
に
た
ち
入
ろ
と
し

も
な
い
で
、
こ
れ
だ
け
の
事
実
に
そ
の
誇
大
な
空
文
句
を
は
り
つ
け
て
い
る
」
（
以
上
、
「
一
九
〇
七
年
の
…
…
農
業
綱
領
」
、
「
全
集
」
第
十
三

巻
、
二
七
三
ー
四
頁
、
傍
点
筆
者
）
。

・
ク
リ
ー
ゲ
の
俗
物
性
を
容
赦
な
く
暴
露
し
た
。

「
一
八
四
六
年
に
マ
ル
ク
ス
は
ア
メ
リ
カ
の
エ
ス
・
エ
ル
で
あ
る
ヘ
ル
マ

マ
ン
・
ク
リ
ー
ゲ
は
ア
メ
リ
カ
の
た
め
に
真
正
の
黒
い
割
替
を
提
案
し
、
こ
の
割
替
を
『
共
産
主
義
』
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

ス
の
弁
証
法
的
で
革
命
的
な
批
判
は
、
こ
の
俗
物
的
な
教
義
の
殻
を
は
ぎ
と
つ
て
、

ヽ
ヽ
・
ヽ
ヽ
ヽ

動
』
と
い
う
健
全
な
核
を
と
り
だ
し
た
」

以
上
の
ご
と
く
、

レ
ー
ニ
ン
は
、

マ
ル
ク
ス
に
従
っ
て
、
「

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
生
産
力
発
展
の
利
益
、
資
本
主
義
の
利
益
を
進
歩
的
に
表
現
す
る
運
動
と
し
て
」
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
で

「
ア
メ
リ
カ
の
黒
い
割
替
」
、
地
代
撤
廃
期
成
運
動
の
歴
史
的
意
義
を
何
に
故
に
か
く
評
価
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
先
ず
地
代
撤
廃
期
成
運
動
の
歴
史
を
見
て
み
よ
う
。

こ
の
地
代
撤
廃
期
成
運
動
は
、

は
レ
ー
ニ
ン
は
、

「
ア
メ
リ
カ
の
黒
い
割
替
」
、
地
代
撤
廃
期
成
運
動
の
歴
史
的
意
義
を
、

a
 

（
「
一
九
0
七
年
の
•
•
…
•
農
業
網
領
」
、

一
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
土
地
問
題
（
東
井
）

六
五

「
全
集
」
第
十
三
巻
、
二
七
九
ー
八
0
頁）。

ア
メ
リ
カ
史
上
で
は
、
「
反
地
代
戦
争
」

(
A
n
t
i,
 
R
e
n
t
 ,
 
W
a
r
)

と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
反
地
代
戦

ェ
ド
ガ
ー
・
ゼ
イ
・
ラ
ウ
ア
ー

(
E
d
g
a
rJ• 

L
a
u
e
r
)

と
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
ハ
ウ
ス

(Victor
H
o
u
s
e
)

の
綾
述
を
か
り

『
土
地
所
有
へ
の
攻
撃
』
と
『
地
代
撤
廃
期
成
運

マ
ル
ク
ヘ
｝レ
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取
立
て
は
、
最
大
の
不
平
不
満
を
ま
き
お
こ
し
た
。
な
お
さ
ら
に
、
当
時
そ
の
法
律
は
、
地
主
に
、
遅
滞
の
支
払
い
賠
償
と
し
て
小
作
農
の
所
有
物
を

取
り
上
げ
売
却
し
う
る
「
差
押
え
権
」

(the
right 
of 
"distress")

を
与
え
て
い
た
。

最
初
の
。
ハ
ト
ロ
ー
ン
た
ち
ー
ー
そ
の
う
ち
ス
テ
ィ
ヴ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
レ
ン
ス
ラ
ー

(
S
gp
h
e
n
 V
a
n
 Rensselaer)

が
お
そ
ら
く
最
も
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
が
ー
は
、

し
て
い
た
。

農
が
借
地
権
を
売
却
し
た
場
合
に
は
、

一
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
土
地
問
題
（
東
井
）

「
歴
史
家
は
、

一
八
四

0
ー
五

0
年
間
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
北
部
諸
州
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
反
地
代
戦
争
」
の
時
代
と
し
て
想
起
す
る
。
ア
ル
バ
ニ

ー
（
と
b
a
n
y
)
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
(
C
o
l
u
m
b
i
a
)
、
レ
ン
セ
ラ
ー
(
R
e
n
s器
laer)
、
ゼ
ネ
シ
ー
(
G
e
n
e
s
e
e
)
、
シ
ャ
ー
ト
ク
ワ

(
C
h
a
u
t
a
u
q
u
a
)
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア

e
 
e
l
a
w
a
r
e
)
、
ス
コ
ア
リ
ー

(
S
c
h
o
h
a
r
i
e
)
な
ど
諸
カ
ウ
ン
テ
ィ
に
お
け
る
ぼ
お
大
な
土
地
は
植
民
時
代
お
よ
び
リ
。
ハ
ビ
リ
ッ
ク

(the
R
e
p
u
b
l
i
c
)
 

ク
イ
ー
ル

の
最
初
の
年
代
に
お
い
て
、
「
。
ハ
ト
ロ
ー
ン
」

(the
"
p
a
t
r
o
o
n
"
)

と
い
う
称
号
で
衆
知
と
な
っ
た
少
数
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
集
積
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
そ
の
「
パ
ト
ロ
ー
ン
」
は
、
逐
次
、
主
と
し
て
条
件
付
き
証
券
制
(conditional
d
e
e
d
s
)
、
も
し
く
は
永
代
借
地
制
(perpetual
leases) 

—
い
わ
ゆ
る
「
リ
ー
ス
・
イ
ン
・
フ
ィ
ー
」
（
合
'
l
e
a
咎
s

in f
e
e
"
)
ー
~
の
も
と
に
、
こ
れ
ら
の
制
度
で
多
く
の
権
利
が
保
留
さ
れ
、
色
々
な
義
務
を

農
業
者
ー
借
地
農
か
ら
強
請
し
え
た
の
だ
が
、
土
地
を
農
業
者
に
割
当
て
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
ご
と
き
義
務
は
．
し
ば
し
ば
、
封
建
的
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
広
く
行
き
わ
た
つ
て
い
る
一
種
の
性
質
を
帝
び
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
義
務
は
、

多
く
の
実
例
に
お
い
て
、
は
じ
め
に
課
せ
ら
れ
た
と
き
に
は
か
な
り
軽
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
諸
条
件
が
変
化
す
る
に
つ
れ
て
そ
れ
ら
の
義
務
は
、

非
常
に
や
つ
か
い
な
も
の
と
な
り
ま
た
苛
酷
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
主
た
る
理
由
は
、
借
地
規
定
に
よ
れ
ば
、
。
ハ
ト
ロ
ー
ン
は
、
借
地
の
ど
の
よ
う
な

条
件
た
り
と
い
え
ど
も
万
一
小
作
農
が
不
履
行
を
な
せ
ば
、
た
と
え
そ
れ
が
い
か
に
些
細
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
小
作
農
が
な
し
た
で
あ
ろ
う
全
て

の
改
善
を
含
め
て
所
有
地

(the
p
r
o
p
e
r
t
y
)

を
取
り
も
ど
し
た
り
、
奪
う
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
た
い
て
い
の
借
地
は
、
小
作

「
罰
金
」
(
a
"fine")
と
し
て
そ
の
価
格
の
四
分
の
一
も
し
く
は
契
約
さ
れ
た
高
を
得
る
べ
き
で
あ
る
と
規
定

「
四
分
の
一
販
売
」

(
"
q
u
a
r
t
e
r
,
 
sales")
、

小
作
農
の
永
い
間
の
滞
り
を
何
ら
の
訴
訟
な
く
し
て
そ
の
ま
4
に
し
て
お
く
寛
大
な
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

て
描
写
せ
ば
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

「
十
分
の
一
販
売
」
(
^
•
tenth'sales")
等
々
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
か
く
の
ご
と
き
強
制

六
六

し
か
し
彼
ら
の
嗣
子
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—-.­
た
ち
は
、

そ
の
や
り
か
た
に
お
い
て
よ
り
苛
酷
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
一
八
三
六
年
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、

北
部
諸
カ
ウ
ン
テ
ィ
に
お
け
る
土
地
事
務
所

ツ
ェ
リ
フ

(
l
a
n
d
 
offices) 
!,J. 
対
す
る
色
々
な
攻
撃
と
破
壊
、
お
よ
び
パ
ト
ロ
ー
ン
た
ち
に
代
つ
て
法
的
手
続
を
執
行
し
よ
う
と
し
た
執
行
官
や
そ
の
他
の
人
た

ち
に
対
い
す
る
組
織
さ
れ
た
反
対
な
ど
を
知
る
。
武
装
隊
、
軍
隊
、
市
民
軍
が
、
ア
ル
バ
ニ
ー
カ
ウ
ン
テ
ィ
の
執
行
官
を
支
援
す
る
た
め
に
一
八
四

0

一
、
五

0
0な
い
し
一
、
八

0
0人
の
、
小
作
農
お
よ
び
そ
の
同
調
者
た
ち
が
結
集
し
た
。

年
に
召
集
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
に
反
対
す
る
た
め
に
、

流
血
は
、
こ
の
事
件
で
は
僅
か
に
避
け
え
た
が
、
そ
の
次
の
年
に
起
っ
た
暴
動

(riots
a
n
d
 violence)

に
は
、
そ
の
結
果
流
血
、

そ
の
騒
動
に
参
加
し
た
と
認
め
ら
れ
た
多
の
人
た
ち
の
投
獄
な
ど
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
総
督
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
イ
チ
・
シ
ー
ワ
ー
ド

(
G
o
v
e
r
n
o
r
s

W
i
l
l
i
a
m
 H
.
 S
e
w
a
r
d
)

の
メ
セ
ー
ジ
が
一
八
四

0
年
に
シ
イ
ラ
ス
・
ラ
イ
ト

(Silas
W
r
i
g
h
t
)
が
一
八
四
五
年
に
、
ジ
ョ
ン
・
ヤ
ン
グ

(
J
o
h
n

か
く
の
ご
と
き
暴
動
に
つ
い
て
鮮
明
な
説
明
を
興
え
て
い
る

(
"
M
e
s
s
a
g
e
s
f
r
o
m
 the G
o
v
e
r
n
o
r
s
,
"
 edited 
b
y
 

C
h
a
r
l
e
s
 S. 
Lincoln, 
Vol. 
IV, 
P
P
.
 7
7
4ー

7
7
6
,

8
2
2
 1
 8
4
1
;
 
Vol. 
V
,
 P
P
.
 1
3
9
 1
 1
5
0
;
 
H
i
s
t
o
r
y
 
of 
N
e
w
 Y
o
r
k
,
 b
y
 Ellis 
H
.
 Roberts, 

Vol. 
II, 
P. 6
2
9
.
)
 

小
作
農
た
ち
は
、
当
局
に
対
す
る
レ
ジ
ス
ク
ン
ス
に
よ
る
こ
と
は
も
ち
論
の
こ
と
立
法
に
よ
っ
て
彼
等
の
状
態
を
改
善
し
よ
う
と
努
め
た
…
…
。
歴

史
は
次
の
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。

『
一
八
四
五
年
の
議
会

(the
legislature)
は
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ゼ
イ
・
テ
ィ
ル
デ
ン

(
S
a
m
u
e
l
J. 
T
i
l
d
e
n
)
を
議
長
と
す
る
議
会

(the
asse ,
 

m
b
l
y
)

の
委
員
会
に
現
れ
た
と
こ
ろ
の
、
小
作
農
の
代
表
者
た
ち
に
よ
る
請
願
で
は
ん
濫
し
た
。
』

(̂
'Legal
a
n
d
 Judicial 
H
i
s
t
o
r
y
 of 
N
e
w
 

Y
o
r
k
 
`•(1911), 

Vol. 
Il, 
b
y
 J. 
H
a
m
p
d
e
n
 D
o
u
g
h
e
r
t
y
,
 P. 1
6
4
.
)
 

同
じ
歴
史
は
わ
れ
わ
れ
に
次
の
こ
と
を
語
る
。

『
ぼ
う
大
な
数
の
ヨ
ー
マ
ン
を
彼
等
の
自
園
か
ら
追
い
出
す
よ
う
な
、
苛
酷
な
借
地
契
約
お
よ
び
借
地
諸
条
件
を
履
行
し
よ
う
と
な
す
•
•
•
…
企
て
は
、

反
地
代
争
論

(the
anti ,
 
rent c
o
n
t
r
o
v
e
r
s
y
)

を
ど
た
ん
場
に
追
い
込
ん
だ
·
·
…
•

『
歴
史
上
た
び
た
び
く
り
か
え
さ
れ
た
の
で
、

公
衆
の
反
感
が
起
っ
た
』
。

一
面
が
厳
重
な
法
律
上
の
権
限
の
範
囲
内
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、

一
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
土
地
問
題
（
東
井
）

Y
o
u
n
g
)
が
一
八
四
六
年
に
、

六
七

生
命
の
損
傷
、

彼
等
の
主
張
に
対
し
て
圧
倒
的
な
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争
の
結
果
、

c
o
n
d
i
t
i
o
n
a
l
 
d
e
e
d
s
 
o
r
 
o
f
 p
e
r
p
e
t
u
a
l
 
leases,-ー

s
o1
 called 
"leases 
in fee")~ 

~, 

ヽ
つ
t
の
抽
也
士4
1刈
ふ3匹
げ
の
皿
四
年

Fで
士
3
っ
た
。
こ
の
醐
〖

(

1

)

 

い
い
か
え
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
の
、
封
建
制
と
か

こ
れ
ら
の
封
建
的
土
地
諸
関
係
は
廃
棄
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
闘
争
は
、

ら
み
あ
い
つ
つ
の
資
本
の
成
長
の
道
（
い
わ
ゆ
る
「
プ
ロ
ツ
ヤ
型
の
道
」
）
と
、
封
建
制
を
清
掃
し
て
の
資
本
の
成
長
の
道
（
い
わ
ゆ
る
「
ア

ノ
リ
カ
型
の
道
」
）
と
の
二
つ
の
対
立
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、

以
上
が
要
す
る
に
「
反
地
代
闘
争
」
の
全
貌
で
あ
る
。

一
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
土
地
問
題
（
東
井
）

ヨ
ー
ク
州
の
基
本
の
法
の
―
つ
で
あ
る
。

「
反
地
代
戦
争
」
以
前
の
、

ファ

「
前
述
の
出
来
事
に
は
、
政
治
上
お
よ
び
立
法
上
の
い
ろ
い
ろ
の
諸
結
果
が
伴
っ
た
。
総
督
ラ
イ
ト
は
、
そ
う
な
す
べ
く
余
儀
な
か
っ
た
と
は
い
え
、

ア
ン
テ
ィ
・
レ
ン
タ
ー
ズ

そ
の
法
律
を
厳
重
に
励
行
し
た
。
一
八
四
六
年
に
小
作
農
た
ち
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
、
反
地
代
同
盟
者
た
ち
は
、
ジ
ョ
ー
ン
・
ヤ
ン
グ

を
総
督
に
支
持
し
た
。
そ
し
て
彼
は
選
挙
さ
れ
た
。
同
年
に
議
会
は
、
地
代
に
対
す
る
差
押
え
権
を
廃
止
し
、

(L.
1
8
4
6
,
 
C
h
.
 2
7
4
)
。
そ
し
て
長
期

一
八
九
四
年
に
再
び
制
定
さ
れ
、
今
日
な
お
ニ
ュ
ー

借
地
を
抑
制
し
、
土
地
の
絶
対
的
譲
渡
を
促
進
す
る
た
め
に
、
二
十
一
年
間
以
上
の
期
間
に
わ
た
る
借
地
条
件
に
よ
っ
て
受
取
ら
れ
た
地
代
を
動
産
と
し

て
そ
の
地
代
に
重
税
を
課
す
る
と
こ
ろ
の
諸
立
法

(L.
1
8
4
6
,
 
C
h
.
 3
2
7
)

を
通
過
さ
し
た
。
念
に
は
念
を
入
れ
る
た
め
に
、
憲
法
会
議

(Constitu'

苦
n
a
l
C
o
n
v
e
n
t
i
o
n
)

が
同
年
に
招
集
さ
れ
て
、
四
項
目
が
州
の
基
本
法
に
書
き
入
ら
れ
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
全
て
の
封
建
的
土
地
諸
関
係

(
f
e
u
d
a
l

t
e
n
u
r
e
s
)
は
廃
止
さ
れ
、
譲
渡
に
保
留
さ
れ
た
権
利
ほ
禁
止
さ
れ
、
地
代
か
賦
役
を
保
留
す
る
農
地
の
借
地
は
十
二
年
以
上
の
長
期
に
亘
つ
て
は
禁
止
さ

れ
、
罰
金
、
四
分
の
一
販
売
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
譲
渡
に
課
せ
ら
れ
た
抱
束
」

("restraints
u
p
o
n
 alienation")

ほ
そ
の
時
か
ら
無
効
と
宜
言
さ

れ
た

(Consist.
o
f
 1
8
4
6
,
 
A
r
t
.
 
I
 ,
 S
e
c
t
i
o
n
s
 1
2
,
 1
3
,
 1
4
,
 1
5
.
 ・)。

mで
卜
士
の
ご
と
キ
U

冬
杏
釈
は
、

一
八
五
二
年
に
は
上
告
裁
判
所

(
t
h
e
C
o
u
r
t
 o
f
 A
p
p
e
a
l
s
)
~

、
フ
ィ
ー

(
f
e
e
)

で
譲
渡
さ
れ
た
エ
ス

フ

ア

イ

ン

フ

ィ

ー

・

テ
イ
ト
の
譲
渡
に
対
す
る
全
て
の
拘
束
は
無
効
で
あ
る
と
判
決
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
一
八
四
六
年
の
憲
法
以
前
の
罰
金
、
四
分
の
一
販
売
お
よ
び
世
襲
借

地
に
お
け
る
類
似
の
保
留
権
な
ど
は
無
効
で
あ
る
と
判
決
し
た

(
D
e
P
e
y
s
t
e
r
 
V. 
M
i
c
h
a
e
l
,
 6
 N• 

Y. 4
6
7
.
)
。
こ
の
決
定
は
著
し
く
緊
張
を
緩
和

し
、
実
質
上
い
わ
ゆ
る
「
反
地
代
戦
争
」
は
終
え
ん
し
た
、
た
と
え
突
発
が
一
八
六
六
年
以
降
に
も
起
つ
て
い
た
と
は
い
え

(
R
o
b
e
r
t
s
,

`^
 
H
i
s
t
o
r
y
 

o
f
 N
•
Y
.
n
、
V
o
l
.]l, 
P. 6
3
0
.
)

。
E
d
g
a
r
J
.
 

L
a
u
e
r
 a
n
d
 V
i
c
t
o
r
 H
o
u
s
e
,
 
T
h
e
 
T
e
n
a
n
t
 a
n
d
 H
i
s
 L
a
n
d
l
o
r
d
,
 1
9
2
1
,
 
p
p
.
 
11 ,
 
1
4
.
 

「
反
地
代
戦
争
」
は
、
結
局
、
封
建
的
土
地
諸
関
係
1
1
封
建
地
代

(
s
y
s
t
e
m
o
f
 

ア
メ
リ
カ
で
の
こ
の
よ
う
な
対
立
は
、

六
八
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メ
リ
カ
史
上
に
お
け
る
段
階
す
な
わ
ち
植
民
地
時
代
に
お
い
て
す
で
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
に
お
け
る
総
督
デ

ー
ル
郷

(
G
o
v
e
r
n
o
r
D
a
l
e
)

対
植
民
者
の
闘
争
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ボ
ー
ル
テ
イ
モ
ア
郷

(
L
o
r
d
B
a
l
t
i
m
o
r
e
)

の
荘
園
制
に
お

(

2

)

(

3

)

 

け
る
地
主
対
小
作
農
の
闘
争
、
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
湾
に
お
け
る
「
一
六
三
四
年
の
革
命

(
t
h
e
'
^
R
e
v
o
l
u
t
i
o
n
 
of 1
6
3
4
"
)

」、

年
の
「
ベ
ー
コ
ン
の
叛
乱

(
B
a
c
o
n
'
s
Rebellion)
」
、
等
々
。

~ 

ノ‘
九

註

(
1
)

ア
メ
リ
カ
で
は
厳
密
な
意
味
で
の
封
建
的
土
地
諸
関
係
は
、
南
部
の
奴
隷
制
は
別
に
考
慮
を
要
す
る
が
、
一
般
的
に
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ

う
。
け
だ
し
、
「
メ
リ
ラ
ン
ド
植
民
地
を
賦
与
さ
れ
た
カ
ル
ヴ
ァ
ー
ト
（
一
六
三
四
年
）
、
ペ
ン
ン
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
植
民
地
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ベ

ン
(
-
六
八
一
年
）
、
ニ
ュ
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
カ
ー
タ
レ
ッ
ト
と
パ
ー
ク
リ
ー
、
カ
ロ
ラ
イ
ナ
の
ア
ッ
ツ
ュ
リ
ー
等
も
、
す
ぺ
て
未
開
地
の
開
拓
と

営
農
、
そ
し
て
土
地
売
却
に
よ
っ
て
利
益
を
獲
得
す
る
こ
と
を
図
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
免
役
地
代
徴
収
と
い
ふ
封
建
的
土
地
開
係
の
痕
跡
は
存

し
た
も
の
の
、
然
し
彼
等
は
封
建
領
主
で
は
な
く
、
資
本
家
的
地
主
、
土
地
投
機
者
乃
至
企
業
家
に
外
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
（
高
村
象

平
「
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
発
達
史
」
、
ニ
ニ
頁
）
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ポ
ー
ル
テ
イ
モ
ア
郷
の
荘
園
制
と
い

、
、
、
、

え
ど
も
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
か
つ
て
存
在
し
た
と
こ
ろ
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
封
建
制
に
最
も
近
い
も
の
で
あ
っ
て

(W.
B. 
Bizzell, T
h
e
 

G
r
e
e
n
 Rising, 1
9
2
6
,
 

P.101.)
、
封
建
制
そ
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
的
な
『
費
族
的
』
土
地
制
度
の
残
存
物
は
、
土

‘
地
の
世
襲
お
よ
び
限
嗣
相
続
の
形
態
で
十
八
世
紀
終
り
頃
ま
で
残
っ
て
い
た
。
ニ
ュ
ヨ
ー
ク
州
に
お
い
て
は
、
十
九
世
紀
中
葉
ま
で
古
い
土
地

諸
関
係
は
残
っ
て
い
た
。

(
2
)

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ポ
ー
ル
テ
イ
モ
ア
郷
の
荘
園
制
に
お
け
る
「
小
作
農
は
、
た
い
て
い
の
場
合
、
土
地
所
有
者
に
な
る
こ
と
を
熱
望

す
る
と
こ
ろ
の
イ
ギ
リ
ス
の
労
佑
者
で
あ
っ
た
」
か
ら
、
彼
等
は
「
荘
閑
制
に
反
抗
し
た
の
で
あ
っ
た
•
…
•
•
。
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
の
荘
園
制
は
消

減
し
た
」

(W.
B. 
Bizzell, 
op. 
cit., 
P
P
.
 1
0
1
 |
 102.)
。

(
3
)

「
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
湾
植
民
地
に
お
け
る
『
一
六
三
四
年
の
革
命
』
は
、
性
格
に
お
い
て
本
質
的
に
農
業
的
で
あ
っ
た
。
『
こ
の
偉
大
な
迎
動
へ

の
衝
動
は
！
—
_
と
、
ウ
ェ
ス
ト
は
い
つ
て
い
る
ー
ー
、
経
済
的
・
社
会
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
『
特
権
』
に
対
す
る
『
特
別
な
抗
談
』
と
し
て

始
ま
っ
た
。
大
衆
は
、
治
安
判
事
が
彼
ら
自
ら
の
階
級
の
た
め
に
立
法
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
惑
知
し
た
。
殻
物
農
場
で
発
見
さ
れ
た
豚
を
屠
殺

す
る
こ
と
を
認
め
た
法
律
は
特
に
恨
激
を
買
い
、
賃
銀
を
固
定
し
よ
う
と
な
す
企
て
は
同
様
の
感
情
を
助
長
し
た
の
で
あ
っ
た

(
A
m
e
r
i
c
a
n

H
i
s
t
o
r
y
 
a
n
d
 G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
,
 
C
h
a
p
.
 
II, 
P. 
8
2
)
。
』
と
。
こ
の
階
級
立
法
を
阻
止
す
る
た
め
に
自
由
人
は
団
結
し
た
。
一
六
三
四
年
四
月
、

一
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
土
地
問
題
（
東
井
）

一
六
七
六
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一
年
）
は
著
名
で
あ
り
、

夫
夫
の
勃
発
の
直
接
の
動
機
は
異
な
つ
て
も
、
植
民
地
政
府
・
大
地
主
層
の
圧
迫
に
対
す
る
中
産
的
小
農
民

ル
・
ベ
ー
コ
ン
の
叛
乱
（
一
六
七
六
年
）
や
、

そ
し
て
植
民
地
時
代
を
通
じ
て
前
二
者
の
間
に
は
、

或
は
暗
暗
裡
に
、

時
に
は
公
然
の
争
ひ
が
展
開
さ

五
月
の
議
会
に
自
由
人
が
出
席
す
る
よ
う
に
召
集
が
出
さ
れ
た
…
…
0

議
会
が
五
月
四
日
に
開
催
さ
れ
た
と
き
に
、
『
三
人
の
代
表
者
が
八
ツ

の
タ
ウ
ン
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
集
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
革
命
的
で
あ
っ
た
·
…

•
•
o
(
I
b
i
d
.
,

C
h
a
p
.
 
II, 
P
P
.
 8
2
 a
n
d
 8
3
.
)
』
、
自
人
は
こ
れ
ら

の
抗
議
の
結
果
と
し
て
重
大
な
経
済
的
、
政
治
的
特
権
を
獲
得
し
た
」

(W.
B
.
 
Bizzell, 
op. 
cit., 
P
P
.
 1
0
2ー

1
0
3
.
)
。

か
く
の
ご
と
く
ア
メ
リ
カ
で
は
、
地
主
対
農
民
の
闘
争
〔
二
つ
の
道
の
対
立
〕
は
、
植
民
時
代
に
お
い
て
古
く
か
ら
み
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
こ
の
対
立
の
要
因
は
、
特
許
状
が
領
主
ま
た
は
総
督
と
植
民
者
と
の
間
の
争
闘
の
種
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
農
業
上
の
不
平
等

に
よ
る
非
常
に
大
な
る
不
満
で
あ
っ
た

(W.
B
.
 
Bizzell, 
o
p
.
 
cit., 
p
p
.
9
9
 |
 100.)
。
け
だ
し
「
ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
お
い
て
も
土
地
入

手
の
困
難
と
土
地
所
有
の
不
平
等
と
は
懺
然
た
る
事
実
と
し
て
存
在
し
た
の
で
あ
っ
て
、

（
大
地
主
、
大
商
人
）
、
中
層
（
小
農
民
、
猟
師
、
漁
夫
、
小
商
人
、
手
工
業
職
人
）
、
下
層
一
（
白
人
及
び
黒
人
の
不
自
由
労
佑
者
）
の
~
~
社
会
が

形
成
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

れ
た
。
公
然
の
反
抗
の
形
態
を
と
っ
た
も
の
と
し
て
、
第
一
次
ア
メ
リ
カ
内
乱
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
ヴ
ァ
ヂ
ニ
．
．
ア
に
お
け
る
ナ
ザ
ニ
エ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
け
る
ヤ
ー
コ
プ
・
ラ
イ
ス
ラ
ー
の
指
揮
し
た
叛
乱
（
一
六
八
九
ー
九

の
抗
争
と
い
う
点
で
は
共
通
で
あ
っ
た
」
（
高
村
象
乎
「
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
発
達
史
」
、
二
九
頁
）
。

か
く
の
ご
と
く
、
「
反
地
代
戦
争
」
以
前
の
ア
メ
リ
カ
史
上
に
お
け
る
段
階
に
お
い
て
も
「
二
つ
の
道
」
の
対
立
が
あ
っ
た
。
し
か
る

に
、
レ
ー
ニ
ン
は
、
特
に
、

こ
の
「
反
地
代
戦
争
」
ー
—
レ
ー
ニ
ン
の
言
葉
で
い
え
ば
地
代
撤
廃
期
成
運
動
ー
ー
の
歴
史
的
意
義
を
高

く
評
価
し
、
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
生
産
力
発
展
の
利
益
、
資
本
主
義
の
利
益
を
進
歩
的
に
表
現
す
る
運
動
」
と
な
し
た
の
は
一
体
い
か

こ
の
事
実
に
基
づ
い
て
早
く
か
く
ら
上
層

一
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
土
地
問
題
（
東
井
）

七
〇
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農
業
部
門
に
お
い
て
も
、
資
本
は
、

一八一―

-
0年
か
ら
ま
す
ま
す
農
業
を
つ
か
み
つ
つ
あ
っ
た
。

七

一
八
三

0
年
か
ら
六

0
年
に
至
る

こ
の
資
本
は
ア
メ

け
だ
し
、

の
発
展
の
現
実
的
基
礎
〕
を
理
解
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

(
2
)
 
ア

メ

リ

カ

の

黒

戦
争
」
の
と
き
に
は
、

の
で
あ
り
な
が
ら
も
、

的
な
歴
史
的
段
階
が
到
来
し
成
熟
し
て
い
た
こ
と
が
、

l, ヽ

割

替

こ
の
理
由
に
は
二
つ
あ
り
、

こ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
お
け
る
「
反
地
代

そ
れ
が
地
主
型
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
進
化
と
農
民
型
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
進
化
と
の
闘
争
の
、

こ
の
運
動
に
は
革
命
的
な
民
主
主
義
的
な
性
格
、
す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
本
式
の
黒
い
割
替
計
画
が
見

ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
、

―
つ
、
他
は
、

こ
の
点
に
つ
い
て
、

こ
の
時
代
の
土
地
解
放
運
動
の
性
格
が
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
も

レ
ー
ニ
ン
の
著
作
を
中
心
と
し
て
考
察
し
よ
う
。

ー
土
地
解
放
運
動
の
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
性
格
と
革
命
的
な
民
主
主
義
的
な
性
格

I

先
ず
、
地
代
撤
廃
期
成
運
動
の
歴
史
的
意
義
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、

そ
の
時
代
の
歴
史
的
背
景
〔
経
済
制
度
と
そ

ア
メ
リ
カ
で
は
、
植
民
時
代
の
最
初
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
の
「
出
生
証
書
を
も
た
な
い
資
本
」
が
幅
を
き
か
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

「
出
発
を
な
す
た
め
に
は
船
舶
、
道
具
、
糧
食
な
ど
の
形
態
で
準
備
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
資
本
が
必
要
で

あ
り
、
植
民
冒
険
の
目
的
が
鉱
山
で
あ
れ
、
毛
皮
取
引
で
あ
れ
、

リ
カ
の
新
し
い
処
女
地
の
資
源
を
略
奪
し
な
が
ら
自
成
し
て
、

一
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
土
地
問
題
（
東
井
）

な
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
的
に
い
え
ば
、

そ
の
他
の
企
業
で
あ
れ
、

ア
メ
リ
カ
で
の
客
観

い
か
な
る
人
々
と
い
え
ど
も
鉄
く
こ
と
の

出
来
な
い
資
本
な
く
て
は
成
功
の
望
み
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」

(W.
B. 
Bizzell, 
op. 
cit., 
P
.
9
2
.
)

け
れ
ど
も
、

一
八

0
七
年
I

―
二
年
か
ら
南
北
戦
争
に
至
る
迄
の
時
期
に
な
る
と
、

近
代
的
工
場
制
度
の
そ
の
基
礎
が
据
え
ら
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
は
成
熟
し
、
こ
の
間
に
産
業
革
命
が
成
就
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
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れ
ば
次
の
ご
と
し
。

レ
ー
ニ
ン
は
、

三
十
年
間
は
、
資
本
主
義
的
農
業
の
発
達
の
指
標
で
あ
る
農
業
機
械
化
の
端
緒
の
時
代
で
あ
っ
て
、

ction 
to 
A
g
r
i
c
u
l
t
u
r
a
こ
怒
さ
mies,
1
9
5
1
,
 
P. 1
5
.
)

。
声
『
圭
K

、
血
底
器
K
婢
成
i

慨
化
が
圭
K

広
応
に
早
i
皿
E
4
0

わ
い
る
の
は
、

や
マ
コ
ミ
ッ
ク

(
C
y
r
u
s
M
c
C
o
r
m
i
c
k
)

が
リ
ー
。
ハ
ー
(
r
e
a
p
e
r
)

に
関
し
て
チ
ャ
ー
チ

(
A
•D.
 C
h
u
r
c
h
)

や
ウ
エ
ス
ト
イ
ン
グ
ハ
ウ
ス

(
G
e
o
r
g
e
 
W
e
s
t
i
n
g
h
o
u
s
e
)

が
ス
レ
ッ
シ
ャ
ー

(
t
h
r
e
s
h
e
r
)

に
関
し
て
レ
ー
ン

(
J
o
h
n

L
a
n
e
)

や
デ
ー
ヤ

(
J
o
h
n
D
e
e
r
e
)

が
チ
ル
ド

s
o
n
 
a
n
d
 
H
e
n
r
y
 Steele C
o
 1313 ager, 
T
h
e
 G
r
o
w
t
h
 o
f
 the 
A
m
e
r
i
c
a
n
 Republic, 
Vol. 
Il, 
1
9
5
1
,
 
P. 1
9
2
.
)

。

お
け
る
農
業
機
械
の
発
明
・
実
験
の
時
代
は
す
で
に
三

0
年
代
に
開
始
さ
れ
、
農
業
機
械
は
原
始
的
農
用
具
を
駆
逐
し
は
じ
め
た
の
で

か
く
の
ご
と
く
農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
達
が
緒
に
つ
き
、
南
北
戦
争
以
降
の
急
速
な
発
展
の
土
壌
を
培
い
つ
つ
あ
っ
た
の
で

さ
て
、

五
年
四
、
「
全
集
」
、
第
八
巻
、
三
ニ
―
ニ
ー
三
三
0
頁
）
と
題
し
て
書
い
て
い
る
が
、

の
で
あ
る
が
、

ヘ
ル
マ
ン
・
ク
リ
ー
ゲ
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
ド
イ
ツ
人
共
産
主
義
者
た
ち
と
い
つ
し
よ
に
地
代
撤
廃
期
成
運
動
に
参
加
し
た

ナ
＞
ョ
ナ
ル
・
リ
フ
す
ー
マ
ー

ア
メ
リ
カ
の
全
国
改
革
協
会
派
の
こ
の
運
動
1
1
土
地
解
放
運
動
、
い
い
か
え
れ
ば
地
代
の
廃
止
を
め
ざ
す
当
時
の
土
地

ア
メ
リ
カ
の
「
黒
い
割
替
」
に
関
し
て
、

あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
「
地
代
撤
廃
期
成
運
動
」
の
歴
史
的
背
景
で
あ
っ
た
。

あ
っ
た
。

プ
ラ
ウ

(chilled
P
l
o
w
)

に
関
し
て
、

革
命
が
農
業
機
械
に
お
い
て
起
っ
た
、
」

か
く
し
て
ア
メ
リ
カ
に

ハ
ッ
シ
ー

(
O
b
e
d
H
u
s
s
e
y
)
 

こ
の
間
に
は
、

「
実
際
の
真
の

と
ロ
ー
ス

(
R
o
b
e
r
t
C. 
R
o
s
s
)

は
い
つ
て
い
る
の
で
あ
る

(
R
o
b
e
r
t
C. 
Ross, 
A
n
 I
n
t
r
o
d
u
 ,
 

そ
れ
ぞ
れ
実
験
を
試
み
つ
つ
あ
っ
た
三

O
I四
0
年
代
か
ら
で
あ
っ
た

(
S
a
m
u
e
l
Eliot Mori• 

こ
の
背
景
の
理
解
の
上
に
た
ち
、

レ
ー
ニ
ン
に
よ
る
「
地
代
撤
廃
期
成
運
動
」
の
歴
史
的
意
義
を
追
求
し
て
み
よ
う
。

「
ア
メ
リ
カ
の
『
黒
い
割
替
』
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
の
所
論
」
(
-
九
0

こ
の
文
中
の
な
か
の
枢
要
な
諸
条
件
を
整
整
し
て
組
立

一
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
土
地
問
題
（
東
井
）

七
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引
へ
の
引
入
れ
が
、

七

一
見
す
る
と
共
産
主
義
に
ま
つ

の
で
あ
り
、
今
―
つ
は
革
命
的
民
主
主
義
的
性
格
を
も
つ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
ク
リ
ー
ゲ
は
「
こ
の
広
大
な
地
面
（
一
四
億
エ
ー
カ

け
る
貧
困
は
一
挙
に
し
て
あ
と
を
絶
つ
。
」
と
い
つ
て
い
る
が
、

こ
こ
に
見
る
の
は
、

リ
カ
的
規
模
の
土
地
所
有
の
分
割
で
あ
り
、
今
―
つ
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
本
式
の
黒
い
割
替
計
画
で
あ
る
ー
|
‘
す
な
わ
ち
、
大
量
の

所
有
あ
る
い
は
用
益
を
ゆ
る
さ
れ
る
土
地
限
度
の
制
限
、

(
2
)
土
地
解
放
運
動
の
こ
れ
ら
二
つ
の
性
格
を
止
揚
す
る
も
の
は
、
交
換
・
商
品
経
済
の
役
割
を
媒
介
と
す
る
土
地
所
有
に

こ
れ
で
あ
る

対
す
る
攻
撃
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
こ
の
運
動
に
よ
り
資
本
主
義
の
発
展
が
不
可
避
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
こ
の
運
動
1
1
土
地
所
有
に

対
す
る
攻
撃
に
よ
っ
て
、
友
愛
で
は
な
し
に
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
孤
立
状
態
が
、
譲
渡
し
え
な
い
農
民
割
地
で
は
な
し
に
土
地
の
商
業
取

生
じ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
。

略
奪
的
投
機
師
に
た
い
す
る
打
撃
で
は
な
し
に
資
本
主
義
発
展
の
基
盤
の
拡
大
が
、

(
3
)
か
く
し
て
こ
の
運
動
の
も
つ
二
つ
の
性
格
が
止
揚
さ
れ
て
、
資
本
主
義
的
悪
（
小
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
性
格
1

1

農
業
地
主
向
き
に
調
節
さ
れ

た
ア
メ
リ
カ
的
規
模
の
土
地
所
有
の
分
割
）
は
歴
史
的
に
は
善
（
革
命
的
民
主
主
義
的
な
性
格
1

1

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
本
式
の
黒
い
割
替
の
計
画
）
で

あ
る
こ
と
、

と
い
う
の
は
、

こ
の
運
動
は
社
会
の
発
展
を
い
ち
じ
る
し
く
は
や
め
、
共
産
主
義
運
動
の
新
し
い
よ
り
高
度
の
諸
形
態
を

幾
層
倍
も
近
づ
け
る
か
ら
で
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
土
地
解
放
運
動
を
、
あ
る
特
定
の
事
情
の
も
と
で
は
必
然
的
と
な
る
プ
ロ
レ
タ
リ
運

動
の
最
初
の
一
形
態
、
す
な
わ
ち
こ
の
運
動
の
由
来
す
る
当
の
階
級
の
生
活
地
位
か
ら
し
て
必
然
的
に
共
産
主
義
的
な
運
動
へ
発
展
し

て
い
か
ざ
る
を
え
な
い
一
運
動
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
共
産
主
義
的
傾
向
は
、
は
じ
め
は
、

た
＜
矛
盾
す
る
よ
う
な
、
こ
う
し
た
土
地
運
動
的
形
態
で
現
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
。

こ
と
、

一
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
土
地
問
題
（
東
井
）

土
地
の
商
業
取
引
か
ら
の
排
除
、

土
地
に
た
い
す
る
権
利
、

ー
の
北
ア
メ
リ
カ
の
国
有
地
）
を
商
業
取
引
か
ら
ひ
き
あ
げ
て
、

―
つ
に
は
農
業
地
主
向
き
に
調
節
さ
れ
た
ア
メ

大
き
さ
を
か
ぎ
つ
て
労
仇
者
に
確
保
し
て
や
る
な
ら
、

改
革
論
者
の
運
動
の
真
の
性
格
に
は
、

(
1
)
二
つ
の
性
格
が
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
に
お

―
つ
は
こ
の
農
民
運
動
の
真
の
性
格
が
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
も
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一
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
土
地
問
題
（
東
井
）

歴
史
的
に
正
当
な
も
の
と
し
て
完
全
に
承
認
す
る
」
の
で
あ
る
が
、
レ
ー
ニ
ン
を
か
か
る
帰
結
に
導
き
え
た
論
理
的
鍵
は
、
実
は
右
に
あ

は
革
命
的
民
主
主
義
的
性
格
）
を
止
揚
し
て
、

こ
の
土
地
運
動
の
二
つ
の
性
格
(
-
っ
は
小
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
性
格
、
他
の
一
っ

共
産
主
義
的
運
動
の
独
特
の
最
初
の

形
態
と
み
な
し
え
た
こ
と
の
論
理
的
根
拠
は
、
右
に
あ
げ
た
諸
条
件
の
第
二
点
に
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
運
動
は
、

土
地
所
有
を
攻
撃
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
本
主
義
の
発
展
を
不
可
避
的
に
し
、
小
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
孤
立
状
態
を
、
土
地
の
商
業
取
引

達
成
す
る
と
い
う
点
に
あ
る
。

に
は
善
と
な
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

レ
ー
ニ
ン
は
「
マ
ル
ク
ス
は
、
驚
く
べ
き
洞
察
力
を
も
つ
て
、
交
換
、
商
品
経
済
の
役
割

を
指
摘
し
て
い
る
9

農
民
は
、
土
地
は
と
も
か
く
と
し
て
、
土
地
の
生
産
物
を
交
換
す
る
で
あ
ろ
う
、
と
彼
は
言
う
。
そ
し
て
こ
の
一

る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
も
と
に
た
ち
ど
も
つ
て
、

レ
ー
ニ
ン
が
こ
の
運
動
を
、

義
の
利
益
を
進
歩
的
に
表
現
す
る
運
動
」
と
し
て
評
価
し
た
の
は
、
い
か
な
る
ゆ
え
ん
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、

こ
の
運
動
が
な
に
故
に
資
本
主
毅
的
基
盤
を
拡
大
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
、

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
生
産
力
発
展
の
利
益
、
資
本
主

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
お
け
る
地
代
の
廃
止
を
め
ざ
す
当
時
の
土
地
改
革
論
者
の
運
動
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

、
、
、
、
、
、
、

本
式
の
黒
い
割
替
の
計
画
の
根
底
に
は
、
農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
の
「
理
想
的
に
」
純
粋
な
発
展
を
あ
ら
わ
す
土
地
国
有
の
論
理
が

横
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

体
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
。

そ
こ
で
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、

語
で
万
事
が
言
い
つ
く
さ
れ
て
い
る
！
」

こ
こ
で
の
地
代
の
廃
止
は
、
単
に
地
代
の
国
有
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
絶
対
地
代
を
廃
止
（
土

（
「
全
集
」
八
巻
、
三
二
八
頁
）
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
具

と
い
う
こ
と
で
あ

の
引
入
れ
を
、

資
本
主
義
的
発
展
の
基
盤
●
拡
大
を
、

か
く
し
て
そ
の
資
本
主
義
的
悪
は
、

歴
史
的

ー
ニ
ン
ま
、
', 

レ

こ
の
小
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
運
動
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
、

げ
た
諸
条
件
の
な
か
の
第
二
点
に
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
諸
条
件
の
論
理
的
構
成
に
よ
っ
て
、

ナ
ッ
ョ
ナ
ル
・
リ
フ
す
ー
マ
ー

マ
ル
ク
ス
に
従
つ
て
、
「
ア
メ
リ
カ
の
全
国
改
革
協
会
派
の
運
動
を
、

七
四
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一
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
土
地
問
題
（
東
井
）

だ
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
」
（
同
、
三
ニ
―
頁
）
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。

と
く
、
地
代
撤
廃
期
成
運
動
の
時
代
に
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
資
本
主
義
的
生
産
は
、

だ
か
ら
こ
そ
、
レ
ー
ニ
ン
は
、
マ
ル
ク
ス
が
「
一
八
四
六
年
の
ア
メ
リ
カ
に
も
、
土
地
国
有
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
、
部
分
的
に
は
つ
き

、
、
、

そ
れ
が
『
工
業
的
発
展
』
を
は
じ
め
た
ば
か
り

り
そ
れ
を
擁
護
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
は
、
彼
は
、
当
時
、
き
わ
め
て
正
確
に
、

か
く
し
て
、

レ
ー
ニ
ン
が
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
一
九
四

0
年
代
の
「
土
地
解
放
運
動
」
を
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
生
産
力
発
展
の
利

し
か
も
、

七
五

地
私
有
の
否
定
）
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
土
地
国
有
は
、
絶
対
地
代
を
廃
止
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
そ
の
訳
は
、

う
ま
で
も
な
く
こ
う
で
あ
る
。

い

絶
対
地
代
は
土
地
の
私
有
か
ら
生
じ
る
。
こ
の
地
代
に
は
独
占
の
要
素
、
独
占
価
格
の
要
素
が
あ
る
。
土
地
の
私
有
は
自
由
競
争
を
妨
げ
、
利
潤
の

平
均
化
を
妨
げ
、
農
業
企
業
と
非
農
業
企
業
と
の
平
均
的
な
利
潤
が
形
成
さ
れ
る
の
を
妨
げ
る
。
と
こ
ろ
で
、
農
業
は
工
業
よ
り
技
術
が
低
く
、
資
本

、
、
、
、
、

の
構
成
も
不
変
資
本
と
く
ら
べ
て
可
変
資
本
の
割
合
が
多
い
と
い
う
特
色
を
も
つ
て
い
る
の
で
、
農
産
物
の
個
別
的
価
値
は
平
均
よ
り
も
高
い
。
そ
こ

で
土
地
の
私
有
は
、
農
業
企
業
の
利
潤
が
非
農
業
企
業
の
利
潤
と
お
な
じ
に
な
る
よ
う
に
自
由
に
平
均
化
さ
れ
る
の
を
お
さ
え
て
、
農
産
物
を
、
最
高

の
生
産
価
格
で
は
な
く
て
、
そ
れ
よ
り
も
っ
と
高
い
、
生
産
物
の
個
別
的
価
値
で
売
る
可
能
性
を
あ
た
え
る
（
な
ぜ
な
ら
、
生
産
価
格
は
資
本
の
平

均
利
澗
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
が
、
絶
対
地
代
は
、
こ
の
『
平
均
』
を
成
立
さ
せ
な
い
で
、
平
均
的
価
値
よ
り
も
高
い
個
別
的
価
値
を
独
占
的
に
固
定

化
す
る
か
ら
で
あ
る
）
」
（
「
一
九
〇
七
年
の
…
・
・
・
農
業
綱
領
」
「
全
集
」
第
十
三
巻
二
九
七
頁
）
。
し
た
が
つ
て
、
「
土
地
私
有
の
廃
止
こ
そ
は
、
プ
ル

ジ
ョ
ア
社
会
で
可
能
な
か
ぎ
り
の
最
大
限
の
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
農
業
へ
自
由
に
資
本
を
も
ち
い
る
の
を
妨
げ
、
資
本
が
―
つ
の
生
産
部
門
か
ら

他
の
生
産
部
門
へ
と
自
由
に
移
動
す
る
の
を
妨
げ
る
い
つ
さ
い
の
障
壁
を
除
去
す
る
こ
と
で
あ
る
。
資
本
主
義
の
発
展
の
自
由
、
広
さ
、
速
さ
、
階

級
闘
争
の
完
全
な
自
由
、
農
業
を
『
苦
汗
』
産
業
に
似
た
も
の
に
し
て
い
る
い
つ
さ
い
の
よ
け
い
な
仲
介
者
の
消
滅
ー
ー
こ
れ
こ
そ
が
、
資
本
主
義
的

生
産
の
も
と
で
の
土
地
国
有
な
の
で
あ
る
」
（
同
、
三
一
七
頁
）
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
資
本
主
義
的
発
展
の
客
観
的
な
経
済
的
基
盤
が
出
来
あ
が
つ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、

そ
の
発
達
の
初
期
段
階
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

先
に
見
て
お
い
た
ご
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葉
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
土
地
問
題
（
東
井
）

益
、
資
本
主
義
の
利
益
を
進
歩
的
に
表
現
す
る
運
動
」
と
し
て
評
価
し
た
理
由
が
明
確
に
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
当
時
の
「
土
地
問
題
は
、

社
会
の
工
業
制
度
を
促
進
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
そ
れ
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
一
運
動
の
結
果
で
あ
る
点
で
、

に
た
い
す
る
攻
撃
で
あ
る
点
で
、
と
く
に
ア
メ
リ
カ
の
現
存
の
諸
関
係
の
も
と
で
は
、

（
同
、
三
二
五
頁
）
と
、

（
「
全
集
」
第
八
巻
、

レ
ー
ニ
ン
が
い
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、

た
が
つ
て
こ
の
運
動
が
歴
史
的
に
正
当
な
も
の
と
し
て
完
全
に
承
認
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
小
プ

一
般
に
土
地
所
有
に
た
い
す

ア
メ
リ
カ
の
社
会
運
動
の
行
程
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
、
第
一
位
を
占
め
る
問
題
の
一
っ
と
し
て

お
し
だ
さ
れ
·
…
•
•
、
そ
の
う
え
、
そ
こ
で
問
題
と
な
つ
て
い
た
の
は
、
ま
さ
し
く
発
展
し
た
資
本
主
義
社
会
で
は
な
く
て
、
資
本
主
義

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
真
の
発
展
の
た
め
の
最
初
の
基
本
的
条
件
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
で
あ
っ
た
」

三
二
三
頁
、
傍
点
筆
者
）
の
で
あ

り
、
ア
メ
リ
カ
の
全
国
改
革
協
会
派
の
運
動
が
「
達
成
し
よ
う
と
つ
と
め
て
い
る
成
果
は
、
な
る
ほ
ど
一
時
的
に
は
近
代
プ
ル
ジ
ョ
ア

そ
れ
自
身
の
帰
結
に
よ
っ
て
か
な
ら
ず
共
産
主

レ
ー
ニ
ン
は
マ
ル
ク
ス
に
し

以
上
を
結
論
す
れ
ば
、
地
代
の
廃
止
を
め
ざ
す
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
一
九
四

0
年
代
の
土
地
改
革
論
者
の
運
動
は
、
二
つ
の
性
格
を

も
つ
て
お
り
l
_
_
 ―
つ
は
、
小
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
性
格
1
1
農
業
地
主
向
き
に
調
節
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
的
規
模
の
土
地
所
有
の
分
割
、
他

は
、
革
命
的
民
主
主
義
的
性
格

llア
メ
リ
カ
に
お
け
る
本
式
の
黒
い
割
替
の
計
画
ー
、
こ
の
性
格
が
、

、
、
、
、
、
、
、

る
攻
撃
で
あ
る
と
い
う
点
（
土
地
所
有
に
た
い
す
る
攻
撃
の
革
命
的
な
側
面
）
ー
土
地
国
有
の
論
理
ー
に
よ
っ
て
止
揚
さ
れ
て
、

ル
ジ
ョ
ア
的
運
動
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
・
共
産
主
義
的
運
動
の
独
特
の
、
最
初
の
形
態
と
認
め
ら
れ
、
こ
の
運
動
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の

資
本
主
義
の
基
盤
の
拡
大
を
達
成
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
土
地
解
放
運
動
に
よ
っ
て
、

ア
メ
リ
カ
で
の
ア
メ
リ
カ
型
の
プ
ル
ジ

ョ
ア
進
化
の
た
め
の
一
布
石
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
地
代
撤
廃
期
成
運
動
の
よ
う
な
二
つ
の
道
の

義
に
ま
で
お
し
す
す
ん
で
い
く
」

七
六

一
般
に
土
地
所
有
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ョ
ア
革
命
の
時
代
に
だ
け
で
な
く
、

ム
ス
テ
ッ
ド
の
歴
史
的
意
義
を
、

対
立
が
ア
メ
リ
カ
史
上
の
こ
れ
以
前
の
段
階
に
も
見
ら
れ
た
が
、
一
八
四

0
年
代
の
こ
の
土
地
解
放
運
動
を
、
こ
の
運
動
が
資
本
主
義
の

真
の
発
展
の
た
め
の
最
初
の
基
本
的
条
件
を
つ
く
り
出
す
革
命
的
民
主
主
義
的
な
性
格
を
も
つ
こ
と
、
お
よ
び
こ
の
運
動
を
さ
さ
え
る

客
観
的
な
歴
史
的
土
壌
が
っ
ち
か
わ
れ
て
い
た
こ
と
〔
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
的
農
業
は
そ
の
発
達
に
お
い
て
、
土
地
国
有
が
可
能
で
あ

る
と
こ
ろ
の
初
期
段
階
に
到
達
し
て
い
た
こ
と
〕

の
『
自
由
な
』
土
地
に
た
い
し
て
、
新
し
い
生
産
様
式
の
た
め
の
（
す
な
わ
ち
資
本
主
義
の
た
め
の
）
新
し
い
土
地
制
度
を
つ
く
り
だ
す
と

い
う
こ
の
役
割
を
は
た
し
た
も
の
と
し
て
、
「
ア
メ
リ
カ
の
黒
い
割
替
」
、

ー
ニ
ン
ま
、
.
r
 

レ
擁
護
し
た
。

レ
ー
ニ
ン
は
、
次
の
ご
と
く
評
価
し
て
い
る
、

「
マ
ル
ク
ス
は
、

七
七

一
八
四
八
年
の
ド
イ
ツ
の
ブ
ル
ジ

に
よ
っ
て
、
高
く
評
価
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
レ
ー
ニ
ン
は
ア
メ
リ
カ
の
大
量

四
0
年
代
の
地
代
撤
廃
期
成
運
動
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
大
量
の
『
自
由
な
』
土
地
制
度
を
つ
く
り
だ
す
と
い
う
こ
の
役
割
を
は
た
し
た
も
の
と
し
て
、
す
で
に

み
て
き
た
「
ア
メ
リ
カ
の
黒
い
割
替
」
、
地
代
撤
廃
期
成
運
動
と
と
も
に
、

ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
ホ
）

ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
は
、

う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
（
傍
点
＞
ー
ニ
ン
）
。
種
々
の
資
本
主
義
国
の
経
験
は
、

い
く
ぶ
ん
な
り
と
も
純
粋
な
形
の
土
地
国
有
を
わ
れ
わ

、
、
、
、
、

れ
に
し
め
し
て
い
な
い
。
い
く
ら
か
似
た
も
の
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
に
見
ら
れ
る
、
…
…
。
ま
た
い
く
ら
か
似
た
も
の
は
、
国
家
が

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
を
出
し
て
、
名
目
的
な
地
代
で
地
所
を
小
経
営
主
に
分
配
し
た
と
き
の
ア
メ
リ
カ
に
も
あ
っ
た

一
九

0
七
年
・
・
・
の
農
業
網
領
」
、

「
全
集
」
、
第
十
三
巻
、
三
ニ
―
頁
）
。

~
 

ヽ

ホ

一
八
四
六
年
の
ア
メ
リ
カ
に
も
、
国
有
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
、
部
分
的
に
は
は
つ
き
り
そ
れ
を

、
、
、
、
、
、
、

そ
れ
が
『
工
業
的
』
発
展
を
は
じ
め
た
ば
か
り
だ
と
い

彼
は
、
当
時
、

き
わ
め
て
正
確
に
、

ム

ス

テ

ッ

ド

法

（
傍
点
筆
者
）
」
（
「
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度
か
ら
自
由
な
、

て
い
る
。

他
方
で
は
、

私
的
土
地
所
有
の
束
縛
か
ら
自
由
な
、

|
そ
う
い
う
自
由
な
土
地
に
お
け
る
、

奴
隷
所
有
者
の
大
農
場
を
粉
砕
し
た
）
、
自
由
な
土
地
に
お
け
る
ー
一
方
で
は
、

自
由
な
農
業
企
業

あ
ら
ゆ
る
中
世
的
な
束
縛
か
ら
、

農
奴
制
度
と
封
建
制

「
ア
メ
リ
カ
で
は
、
資
本
主
義
的
農
業
の
基
礎
と
な
っ
た
の
は
、

大
地
主
の
古
い
奴
隷
制
経
営
で
は
な
く
て
、
（
南
北
戦
争
は

農
業
の
基
礎
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま、
'
1
 

レ
ー
ニ
ン

「
＋
九
世
紀
末
の
ロ
シ
ア
に
お
け
る
農
業
問
題
」

（
一
九
一
八
年
）
に
お
い
て
蜜
い

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法

ll
一
八
六
二
年
の
法
律
に
よ
っ
て
、

は
ご
く
や
す
い
価
格
で
一
六
〇
エ
ー
カ
ー
（
六
五
町
歩
余
）
ま
で
の
土
地
（
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
）
を
入
手
す
る
権
利
を
あ
た
え
ら
れ
た
。
お

そ
く
と
も
五
年
後
に
は
、

そ
の
土
地
は
占
有
者
の
所
有
と
な
っ
た
。
こ
の
一
八
六
二
年
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
が
、
南
北
戦
争
以
降
の
ア

メ
リ
カ
資
本
主
義
的
農
業
の
急
速
な
発
達
に
大
き
な
役
割
を
演
ん
じ
た
こ
と
は
、

れ
に
つ
い
て
、

リ
ユ
ボ
シ
ッ
ツ
は
、

ア
メ
リ
カ
の
市
民
は
み
な
、
国
家
か
ら
無
償
あ
る
い

こ
う
述
べ
て
い
る
。

、
、
、
、
、
、

は
、
農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
発
達
の
ア
メ
リ
カ
型
の
途
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
資
本
主
義
下
に
お
け
る
中
世
紀
的
関
係

と
私
的
土
地
所
有
か
ら
の
比
較
的
大
き
な
自
由
と
し
て
特
徴
付
け
ら
れ
る
好
都
合
な
内
部
的
な
前
提
条
件
で
あ
っ
た
。

八
六
五
年
の
内
戦
が
奴
隷
制
の
巨
大
農
場
制
度
を
打
破
し
、
内
戦
中
の
一
八
六
二
年
五
月
二
十
日
、
労
仇
者
、
農
民
大
衆
の
圧
力
に
よ

＊
ー
ム
ス
テ
ッ
ド

つ
て
通
過
し
た
農
家
宅
地
法
に
よ
っ
て
、
二
十
一
オ
に
達
し
た
各
市
民
は
、
十
ド
ル
を
納
付
す
る
だ
け
で
、
広
大
な
自
由
地
の
う
ち
か

ら
百
六
十
ェ
ー
カ
ー
を
移
住
地
用
と
し
て
取
得
す
る
権
利
を
与
え
ら
れ
た
」
（
エ
ル
・
イ
ー
・
リ
ュ
ポ
ン
ッ
ツ
、
前
揚
書
、
八
七
頁
）
。

こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
が
、
南
北
戦
争
以
降
の
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
的
農
業
の
急
速
な
発
達
の
た
め
に
大
き
な
役
割
を
演
ん
じ
え

た
の
は
、

こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
が
土
地
国
有
に
い
く
ら
か
似
た
役
割
を
演
じ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
に
よ
っ
て
つ
く
り
出
さ
れ
た
自
由
な
農
業
企
業
家
の
自
由
な
経
営
こ
そ
が
、

ア
メ
リ
カ
で
の
資
本
主
義
的

一
八
六

l
|

「
ア
メ
リ
カ
農
業
の
こ
の
急
速
な
発
達
の
た
め
に
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
の

余
り
に
も
有
名
で
衆
知
の
こ
と
が
ら
で
あ
る
。

一
九
世
紀
中
華
に
お
げ
る
ア
メ
リ
カ
土
地
問
題
（
東
井
）

七
八

こ
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リ
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土
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（
東
井
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こ
の
改
造
は
、

四
、
結

白
杉
、
前
掲
書
、
三
四
五
頁
〕
。

い
う
こ
の
役
割
を
は
た
し
た
も
の
と
し
て
、

―
二
三
頁
）
と
。

か
く
し
て
、

配五
Rロ

七
九

家
の
自
由
な
経
営
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
土
地
は
そ
の
広
大
な
予
備
か
ら
名
目
だ
け
の
価
格
で
分
配
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

や
、
そ
こ
で
は
、
新
し
い
、
ま
っ
た
＜
資
本
主
義
的
な
基
礎
の
う
え
に
は
じ
め
て
土
地
私
有
が
発
達
し
た
」

『
イ

い
ま

（
「
全
集
」
、
第
十
五
巻
、

レ
ー
ニ
ン
は
、
土
地
国
有
の
論
理
的
構
造
の
上
に
た
ち
ア
メ
リ
カ
の
大
量
の
『
自
由
な
』
土
地
制
度
を
つ
く
り
だ
す
と

げ
た
の
で
あ
る
。

「
ア
メ
リ
カ
の
黒
い
割
替
」
、
地
代
撤
廃
期
成
運
動
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
を
挙

補
註
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
が
ア
メ
リ
カ
的
プ
ル
ジ
ョ
ア
進
化
に
な
に
故
に
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
か
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
が
い
く
ら
か
土
地

国
有
化
に
似
て
い
た
こ
と
に
よ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
ま
た
、
白
杉
庄
一
郎
氏
が
、
彼
の
著
「
西
洋
経
済
史
研
究
序
説
」
、
第
三
章
、
第
二
節
、

「
ア
メ
リ
カ
型
の
特
色
は
、

ギ
リ
ス
に
お
け
る
土
地
制
度
の
特
色
ー
~
い
わ
ゆ
る
ア
メ
リ
カ
型
と
の
関
連
に
お
い
て
ー
』
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
、

、
、
、
、
、

境
地
方
が
資
本
主
義
的
農
業
の
地
盤
と
な
る
の
は
、
単
に
未
開
拓
地
が
存
在
す
る
が
ゆ
え
で
は
な
く
て
、
自
由
な
土
地
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
」

ど
こ
ま
で
も
、
自
由
な
土
地
の
豊
富
な
存
在
と
い
う
こ
と
を
基
抵
と
す
る
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
〔
同
数
、
三
四
六
頁
〕
。
）
、
と
結
び
つ
く
こ
と
を
断
つ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

衆
知
の
ご
と
く
、

『
辺
境
の
理
論
』
（
「
辺

詳
し
く
は
、
白
杉
氏
の
所
説
を
読
ま
れ
た
し
。

ア
メ
リ
カ
農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
は
、
南
北
戦
争
を
画
期
と
し
て
急
速
に
発
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
急
速

な
発
達
の
た
め
の
ア
メ
リ
カ
で
の
資
本
に
よ
る
土
地
所
有
の
改
造
に
つ
い
て
レ
ー
ニ
ン
は
、

こ
う
書
い
て
い
る
。

「
南
部
諸
州
の
奴
隷
所
有
者
経
営
に
た
い
し
て
暴
力
的
に
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
暴
力
は
農
奴
主
的
地
主
に
む
か



268 

た
こ
と
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
は
、

制
プ
ラ
ン
テ
イ
シ
ョ
ン
制
度
に
終
止
符
を
う
っ
た
。

南
北
戦
争
の
経
済
史
的
意
義
は
、

で

「
奴
隷

ア
メ
リ
カ
産
業
資
本
の
確
立
に
あ
る
が
、

南

で
は
、

一
体
い
か
な
る
論
理
構
造
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿

ア
メ
リ
カ
の
大
量
の
『
自
由
な
土
地
』
に
た
い
し
て
、

新
し
い
生
産
様
式
の
た
め
の
（
す
な
わ
ち
資
本
主
義
の
た

一
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
土
地
問
題
（
東
井
）

つ
て
も
ち
い
ら
れ
た
。
彼
ら
の
土
地
は
分
割
さ
れ
、

じ
め
た
。
と
こ
ろ
で
、

廃
期
成
運
動
、

で
は
、

と
こ
ろ
で
、

土
地
所
有
は
封
建
的
大
土
地
所
有
か
ら
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
小
土
地
所
有
に
転
化
し
は

め
の
）
新
し
い
土
地
制
度
を
つ
く
り
だ
す
と
い
う
こ
の
役
割
を
は
た
し
た
も
の
は
、
『
ア
メ
リ
カ
の
黒
い
割
替
』
、
四

0
年
代
の
地
代
撤

ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
な
ど
で
あ
っ
た
。
」
と
。

こ
れ
ら
南
部
奴
隷
制
の
粉
砕
と
「
ア
メ
リ
カ
の
黒
い
割
替
」
、
四

0
年
代
の
地
代
撤
廃
期
成
運
動
、

農
民
的
な
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
進
化
を
強
力
に
押
し
進
め
え
た
と
な
す
の
は
、

こ
の
点
に
つ
い
て
（
こ
の
視
角
か
ら
）
南
部
奴
隷
制
の
粉
砕
と
「
ア
メ
リ
カ
の
黒
い
割
替
」
、

動
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
を
、
主
と
し
て
レ
ー
ニ
ン
の
著
作
を
辿
り
な
が
ら
、
追
究
し
て
み
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
が

四
0
年
代
の
地
代
撤
廃
期
成
運

先
ず
第
一
に
、
南
北
戦
争
は
、
南
部
農
業
に
壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
る
と
と
も
に
、
四

0
0万
の
奴
隷
を
解
放
し
て
、
南
部
の
奴
隷

北
戦
争
は
白
人
、
黒
人
共
に
平
等
の
権
利
を
有
す
べ
き
こ
と
の
主
張
の
是
非
を
め
ぐ
つ
て
開
始
さ
れ
た
か
ら
、

こ
の
戦
争
目
的
の
成
否

は
、
南
部
の
土
地
問
題
の
解
決
如
何
が
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
土
地
問
題
が
全
面
的
に
押
し
出
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

レ
ー
ニ
ン
は
、
南
部
奴
隷
所
有
者
の
巨
大
土
地
所
有
を
革
命
的
に
う
ち
く
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
資
本
主
義
の
も
つ
と
も

急
速
で
、
も
つ
と
も
自
由
な
発
展
の
条
件
を
つ
く
り
だ
し
た
、
と
な
し
た
。
そ
れ
は
、
次
の
文
中
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
。

所
有
者
の
巨
大
土
地
所
有
を
革
命
的
に
う
ち
く
だ
き
、
資
本
主
義
の
も
つ
と
も
急
速
で
も
つ
と
も
自
由
な
発
展
の
条
件
を
つ
く
り
だ
し

そ
の
よ
う
に
（
資
本
主
義
の
も
と
で
）
小
経
営
を
革
新
し
た
（
「
一
七
0
七
年
…
…
の
農
業
綱
領
」
）
。

は
、
奴
隷
所
有
者
の
巨
大
土
地
所
有
の
巨
大
土
地
所
有
を
革
命
的
に
う
ち
く
だ
く
こ
と
が
、
資
本
主
義
の
も
つ
と
も
急
速
で
も
つ
と
も

八
〇
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は
二
つ
の
性
格
が
あ
っ
た
。

―
つ
は
、

度
の
経
済
的
残
存
物
と
竜
末
も
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
」

し
か
し
な
が
ら
、

自
由
な
発
展
の
条
件
を
つ
く
り
だ
し
た
と
、

レ
ー
ニ
ン
は
、

レ
ー
ニ
ン
が
な
し
た
の
は
、

本
主
義
の
も
と
で
可
能
で
あ
る
」
例
と
し
て
、

A 

い
か
な
る
事
理
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
a

、
、
、
、
、
、
、
、
、

一
九

0
三
年
の
「
切
取
地
」
綱
領
に
お
け
る
誤
謬
を
訂
正
し
て
、
こ
の
誤
り
の
訂
正
は
、
「
い
つ
さ
い
の
古
い
農
業

、

、

、

、

制
度
と
の
闘
争
と
い
う
任
務
を
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
地
主
経
営
の
清
掃
の
か
わ
り
に
、
そ
の
廃
絶
が

提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
(
「
-
九
0
七
年
の
…
…
農
業
網
領
）
と
述
べ
、
「
地
主
の
土
地
の
没
収
と
い
う
要
求
を
と
り
い
れ
る
の
は
、
資

本
主
義
の
も
と
で
小
規
模
農
業
経
営
を
革
新
す
る
可
能
性
と
必
要
性
と
を
承
認
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
な
し
、

ア
メ
リ
カ
南
部
奴
隷
制
の
粉
砕
の
例
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

レ
ー
ニ
ン

は
、
ア
メ
リ
カ
の
奴
隷
制
の
粉
砕
を
地
主
経
営
の
廃
絶
と
理
論
的
に
見
な
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
奴
隷
制
の
廃
絶
こ
そ
は
、
資
本
主
義

的
農
業
の
発
達
の
た
め
の
い
つ
さ
い
の
障
壁
を
除
去
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
論
理
的
帰
結
と
し
て
、
レ
ー
ニ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
南

部
の
奴
隷
制
を
革
命
的
に
う
ち
く
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
資
本
主
義
の
も
つ
と
も
急
速
な
も
つ
と
も
自
由
な
発
展
の
条
件
を
つ
く
り
だ
し

た
、
と
な
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
、
土
地
国
有
の
論
理
構
造
で
あ
る
。

第
二
に
、

一
八
七
六
年
に
、
南
北
戦
争
後
の
再
建
期
の
挫
折
、

い
わ
ば
プ
ロ
シ
ャ
型
の
制
覇
は
、
南
部
に
お
い
て
「
封
建
制

「
奴
隷
制
度
の
経
済
的
残
存
物
」
が
な
が
く
遺
制
化
し
た
の
で
あ
る
。
と
は

い
え
、
「
南
部
に
お
け
る
プ
ラ
ン
テ
イ
シ
ョ
ン
の
分
解
は
、
資
本
主
義
発
展
の
一
契
機
で
あ
っ
た
」
事
実
は
否
定
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

ア
ン
テ
ィ

•
V

ン
ー
・
ウ
ォ
ー

ア
メ
リ
カ
史
上
に
お
い
て
「
反
地
代
戦
争
」
が
一
八
四

0
年
代
に
起
っ
た
が
、
こ
の
地
代
撤
廃
運
動
は
、
古
い
土
地
諸
関

係
を
廃
絶
し
よ
う
と
し
た
運
動
で
あ
っ
た
。

に
参
加
し
た
ヘ
ル
マ
ン
・
ク
リ
ー
ゲ
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
ド
イ
ツ
人
共
産
主
義
者
た
ち
と
い
つ
し
よ
に
地
代
撤
廃
期
成
運
動

ア
メ
リ
カ
の
た
め
に
真
正
の
黒
い
割
替
を
提
案
し
た
の
で
あ
る
が
、

一
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
土
地
問
題
（
東
井
）

こ
の
土
地
解
放
運
動
に

小
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
性
格
〔
農
業
地
主
向
き
に
調
節
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
的
の
土
地
所
有
の
分

「
小
経
営
の
革
新
は
資
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進
化
を
押
し
進
み
え
た
の
で
あ
る
。

に
そ
れ
を
擁
護
し
た

（
「
一
九
〇
七
年
の
…
…
農
業
綱
領
」
）
と
述
べ
て
い
る
。

成
し
た
の
で
あ
る
。
レ
ー
ニ
ン
は
、

も
純
粋
な
資
本
主
義
の
発
達
を
可
能
と
す
る
土
地
国
有
の
論
理
構
造
に
よ
っ
て
止
揚
さ
れ
て
、

タ
リ
ア
的
・
共
産
主
義
的
運
動
の
独
特
の
最
初
の
形
態
と
認
め
ら
れ
、

第
三
に
、

え
た
の
は
、

ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
が
、
南
北
戦
争
以
降
の
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
的
農
業
の
急
速
な
発
達
の
た
め
に
大
き
な
役
割
を
演
じ

こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
が
土
地
国
有
化
に
い
く
ら
か
似
た
役
割
を
演
ん
じ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
ホ

ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
に
よ
っ
て
つ
く
り
出
さ
れ
た
自
由
な
農
業
企
業
家
の
自
由
な
経
営
こ
そ
が
、

礎
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
て
、
南
部
奴
隷
制
の
粉
砕
と
「
ア
メ
リ
カ
の
黒
い
割
替
」
、
四

0
年
代
の
地
代
撤
廃
期
成
運
動
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
が
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

最
も
純
悴
な
資
本
主
義
の
発
展
を
可
能
と
す
る
土
地
国
有
の
論
理
的
構
造
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
農
民
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的

こ
れ
で
本
稿
の
意
図
は
一
応
達
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
あ
え
て
次
に
蛇
足
を
つ
け
て
お
き
た
い
。

ア
メ
リ
カ
で
は
現
実
に
お
い
て
土
地
国
有
化
が
実
現
さ
れ
た
の
で
な
い
か
ら
、
「
農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
発
展
の
ア
メ
リ
カ
的
経
路
に
関
し
て
、
こ

の
型
を
定
立
し
た
レ
ー
ニ
ン
が
、
同
時
に
そ
の
限
界
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
ほ
、
さ
き
に
見
た
ご
と
き

二
つ
の
性
格
は
、

割〕、

他
は
、

レ
ー
ニ
ン
に
よ
れ
ば
、

一
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
土
地
問
題
（
東
井
）

革
命
的
民
主
義
的
性
格
〔
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
本
式
の
黒
い
割
替
計
画
〕
が
、

一
般
に
土
地
に
所
有
の
攻
撃
で
あ
る
と
い
う
点
で
、

こ
の
運
動
は
、

こ
れ
ら
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、

こ
の

い
い
か
え
れ
ば
絶
対
地
代
を
廃
絶
し
最

こ
の
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
運
動
が
プ
ロ
レ

ア
メ
リ
カ
で
の
資
本
主
義
の
基
盤
の
拡
大
を
達

「
マ
ル
ク
ス
は
、
…
…
一
八
四
六
年
の
ア
メ
リ
カ
に
も
、
国
有
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
、
部
分
的

ア
メ
リ
カ
で
の
資
本
主
義
的
農
業
の
基

八
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一
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
土
地
問
題
（
東
井
）

る
。
』
と
（
直
井
訳
、
前
掲
書
、
二
五
六
ー
七
頁
）
」

（
白
杉
、
前
掲
書
、
三
四
九
頁
）
。

八

有
利
な
事
情
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
で
も
や
は
り
農
業
に
お
け
る
企
業
数
の
増
加
は
工
業
に
お
け
る
よ
り
も
は
る
か
に
緩
慢
で
あ
る
と
な

し
、
そ
の
理
由
を
あ
げ
て
、
レ
ー
ニ
ン
は
書
い
て
い
る
。
「
一
方
で
は
、
農
業
は
今
な
お
き
わ
め
て
多
分
に
自
然
的
性
質
を
保
有
し
、
か
つ
て
は
農
民

の
家
族
の
労
仇
の
圏
内
に
入
っ
て
い
た
が
、
今
日
で
は
工
業
の
特
殊
部
門
を
形
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
諸
種
の
産
業
…
…
が
、
今
な
お
ひ
き
つ
づ
き
農

業
か
ら
分
離
し
つ
つ
あ
る
。
他
方
で
は
、
農
業
に
特
有
な
・
工
業
に
お
い
て
は
存
在
し
な
い
・
か
つ
資
本
主
義
の
下
で
は
廃
絶
し
え
ら
れ
な
い
と
こ
ろ

の
独
占
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
土
地
所
有
の
独
占
で
あ
る
。
よ
し
土
地
所
有
権
な
る
も
の
が
存
在
し
え
な
い
と
し
て
も
ー
ー
合
衆
国
に
お
い
て
は
大
多

土
地
所
有
の
独
占
は
、
農
業
の
発
展
に
対
す
る
制
動
機
を
作
り
だ
す
。

そ
れ
は
工
業
の
場
合
と
異
り
、

数
の
州
に
お
い
て
今
日
ま
で
事
実
上
土
地
所
有
権
な
る
も
の
が
な
い
ー
ー
、
個
々
の
・
個
人
的
な
農
民
に
よ
る
土
地
の
所
有
•
土
地
の
占
有
は
、
独
占

を
つ
く
り
だ
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
国
の
す
べ
て
の
土
地
が
占
有
さ
れ
て
い
る
主
要
な
地
方
に
お
い
て
は
、
農
業
企
業
数
の
増
加
は
、
す
で
に
存
在
す
る

と
こ
ろ
の
企
業
炉
分
解
す
る
場
合
に
の
み
可
能
で
あ
る
。
古
き
企
業
と
相
並
ん
で
、
新
し
い
企
業
が
自
由
に
創
設
さ
れ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
展
を
阻
止
す




